
東
方
撃
報

京
都
第
七
三
筋

(二
〇
〇
1
)
二

五
七
⊥

八
四
頁

元
朝

の
科
挙
資
料

に

つ
い

て

-

鏡
大
折
の
編
著
を
中
心
に
-

は
じ
め
に

一

宋
元
科
挙
題
名
録
と
元
統
元
年
進
士
題
名
録

二

元
進
士
考

森

田

憲

司

三

新
刊
頬
編
歴
孝
三
場
文
選

四

鎮
大
折
の
見
た
資
料
､
見
て
い
な
い
資
料
-
結
び
に
代
え
て

は

じ

め

に

今
日
に
お
け
る
元
朝
史
研
究
の
第

l
歩
を
記
し
た
の
は
､
清
朝
の
考
讃
撃
の
第

一
人
者
で
あ
る
鏡
大
折
で
あ
る
｡
彼
は
､
倉
卒
の
閲
に
編
ま

れ
て
粗
雑
の
評
の
高
か
っ
た

『元
史
』
の
再
編
を
目
指
し
､
資
料
の
収
集
と
研
究
を
お
こ
な
い
､
『元
史
稿
』
を
撰
述
し
よ
う
と
し
た
と
さ
れ
る

(-)

が
､
そ
の
稿
本
は
散
逸
し
て
備
わ
ら
ず
､
今
日
残
る
元
史
研
究
の
成
果
は
､
『
二
十
二
史
考
異
』
の
元
史
に
関
わ
る
部
分
を
除
け
ば
､
『元
史
氏

族
表
』
､
『
元
史
聾
文
志
』
の
二
つ
を
残
す
の
み
で
あ
る

(も
ち
ろ
ん
'
『十
駕
粛
養
新
線
』
や

『潜
研
堂
金
石
文
枝
尾
』
な
ど
に
も
､
元
朝
史
に
か
か
わ
る
優
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れ
た
記
述
が
少
な
く
な
い
が
)｡

rIJ

し
か
し
､
最
近
に
な
っ
て
､
こ
れ
ま
で
利
用
す
る
の
が
困
難
で
あ

っ
た
､
鏡
大
師
が
関
係
し
た
元
朝
科
挙
関
係
資
料
が
相
次
い
で
出
版
さ
れ

乃

た
｡
す
な
わ
ち
､
『北
京
囲
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
』
第
二

一
巻

(書
目
文
献
出
版
社
)
所
収
の

『宋
元
科
挙
題
名
録
』
と

『
元
統
元
年
進
士
題
名
録
』
､

そ
し
て
江
蘇
古
籍
出
版
社
の

『嘉
定
鏡
大
師
全
集
』
第
五
巻
所
収
の

『
元
進
士
考
』
で
あ
る
｡
本
稿
で
は
､
こ
の
三
つ
の
編
著
､
と
く
に
そ
こ

で
利
用
さ
れ
て
い
る
資
料
類
を
手
が
か
り
と
し
て
､
元
朝
の
科
挙
資
料
に
つ
い
て
再
検
討
を
加
え
た
い
と
考
え
る
｡

こ
う
し
た
こ
と
を
筆
者
が
考
え
る
に
至

っ
た
の
に
は
､
最
近
の
元
朝
史
研
究
を
め
ぐ
る
資
料
状
況
､
具
牒
的
に
は
資
料

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の

状
況
の
愛
化
も
か
か
わ
っ
て
い
る
｡
中
国
の
改
革
開
放
の
進
展
に
よ
り
現
地
調
査
が
可
能
と
な

っ
た
こ
と

(と
-
に
石
刻
資
料
)､
影
印
出
版
の
増

加
､
研
究
の
国
際
化
､
電
子
化
な
ど
で
あ
る
｡
こ
の
論
文
の
執
筆
を
可
能
に
し
た
背
景
に
も
こ
れ
ら
の
愛
化
が
あ
る
こ
と
は
､
以
下
で
煽
れ
る

こ
と
に
な
ろ
う
｡

さ
て
､
鎮
大
折
の
著
述
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
､
元
朝
科
挙
研
究
の
現
況
に
つ
い
て
も
見
て
お
き
た
い
｡
各
種
の
研
究
動
向
の
類
で
指
摘
さ

↓ヽL｣

れ
る
よ
う
に
'
最
近
我
国
で
は
､
モ
ン
ゴ
ル
元
朝
期
史
研
究
が
活
況
を
呈
し
て
い
る
｡
し
か
し
､
関
心
は
モ
ン
ゴ
ル
史
か
ら
の
硯
鮎
に
偏
り
が

ち
で
､
も
う

一
方
の
､
中
国
王
朝
と
し
て
の
元
朝

へ
の
関
心
は
､
必
ず
し
も
高
い
と
は
言
え
な
い
｡
話
を
科
挙
に
限
定
す
る
と
､
『
元
史
』
や

『元
典
章
』
の
記
事
を
材
料
と
し
た
制
度
の
概
述
は
は
や
-
か
ら
あ
る
が

(た
と
え
ば
有
高
32
は
､
早
い
時
期
の
概
説
と
し
て
は
よ
く
資
料
を
渉
漉
し
て
お

り
､
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
る
)､
と
-
に
合
格
者
の
分
析
に
つ
い
て
は
､
l
九
八

〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
の
､
登
科
録
に
つ
い
て
の
粛
啓
慶
氏
の

一
連

の
研
究
が
そ
の
端
緒
を
開
-
も
の
で
あ

っ
た
｡
そ
し
て
､
近
年
に
な

っ
て
､
植
松
正
氏
の
延
柘
二
年
の
科
挙
の
合
格
者
の
官
界
に
お
け
る
地
位

に
つ
い
て
の
追
跡

(植
松
89
)､
楊
調
氏
の

『
元
統
元
年
進
士
題
名
録
』
の
校
訂

(楊
94
)､
陳
高
華
氏
の
泰
定
元
年
の
科
撃
に
つ
い
て
の
研
究

(陳

｢Er･)

96
)
な
ど
の
論
考
が
蓉
表
さ
れ
､
最
近
で
は
'
粛
啓
慶
氏
は
､
元
朝
の
登
科
録
全
鰻
の
復
元
､
公
開
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
公
表
さ
れ
て
も
い

る

(粛
99
a
)｡
ま
た
､
制
度
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
は
､
郷
試
に
つ
い
て
の
李
治
安
氏
の
研
究
が
饗
表
さ
れ
た

(李
99
)
｡
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こ
う
し
て
み
る
と
､
中
園
､
墓
潜
に
お
い
て
は
､
第

一
線
の
有
力
研
究
者
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
肇
言
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
｡
こ
れ
に

封
し
て
我
園
に
お
い
て
は
､
元
朝
科
挙
に
つ
い
て
の
関
心
が
比
較
的
少
な
-
､
有
高
の
他
に
も
､
田
中
革

一
郎
'
箭
内
亙
な
ど
に
よ
る
制
度
的

研
究
が
早
い
時
期
に
あ
る
が
､
戦
後
で
は
宮
崎
市
定
の
親
日
の
硯
鮎
か
ら
の
科
拳

｢再
開
｣
の
背
景
に
つ
い
て
の
研
究

(宮
崎
65
)
と
､
上
述
の

植
松
論
文
-
ら
い
し
か
見
嘗
た
ら
な
い
｡
お
そ
ら
-
は
､
戦
前
か
ら
緯
-
元
朝
の
中
国
支
配
､
と
-
に
漢
人
知
識
人
へ
の
支
配
に
つ
い
て
の
一

般
的
な
イ
メ
ー
ジ
､
す
な
わ
ち

｢士
大
夫
の
冬
の
時
代
｣
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
､
の
強
さ
が
そ
の
背
景
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
｡
な
お
､
筆
者

自
身
は
､
元
朝
の
科
挙
に
つ
い
て
の
い
-
つ
か
の
文
章
の
中
で
'
こ
れ
ま
で
の
元
朝
史
研
究
で
の
科
挙
へ
の
軽
税
は
､
中
国
支
配
の
開
始
か
ら

茸
施
ま
で
の
空
白
期
閲
の
長
さ
や
中
断
の
存
在
､
な
に
よ
り
合
格
者
数
の
少
な
さ
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
､
科
挙
へ
の
異
能
的
研
究
､

と
く
に
そ
の
合
格
者
の
確
認
と
い
う
作
業
が
充
分
に
お
こ
な
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
､
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る

(森
田
90
､
99

他
)
｡

一

宋
元
科
挙
題
名
録
と
元
統
元
年
進
士
題
名
録

『北
京
囲
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
』
第
二

一
巻
は
史
部
侍
記
類
の
書
物
を
集
め
た
巻
で
あ
る
が
､
そ
の
中
に
､
鑓
大
折
に
関
係
す
る
も
の
が
二
件

影
印
さ
れ
て
い
る
｡

『宋
元
科
挙
題
名
録
』

清
抄
本

『元
統
元
年
進
士
題
名
録
』

影
元
清
抄
本

/l
l

の
､
二
つ
で
あ
る
｡
ま
ず
､
こ
の
二
つ
の
資
料
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
｡
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ア

元
統
元
年
進
士
題
名
録

ハU

本
書
は
､
題
名
の
と
お
り
'
元
統
元
年

(
一
三
三
三
)
の
科
挙
の
登
科
録
で
､
現
存
す
る
唯

一
の
元
代
の
登
科
録
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
､
こ
れ

〟

ま
で
も
資
料
と
し
て
し
ば
し
ば
利
用
さ
れ
て
き
た
｡
今
回
影
印
さ
れ
た
本
の
最
後
に
も
記
さ
れ
て
い
る
毒
不
夷

の
級
に
よ
れ
ば
､
乾
隆
六
十
年

r･･I･)

(
一
七
九
五
)
に
､
元
刊
本
を
蘇
州
の
古
書
辞
で
饗
見
､
購
入
し
､
鏡
大
折
に
よ
っ
て
そ
の
債
値
を
見
出
さ
れ
た
と
い
う
｡

今
回
影
印
さ
れ
た
本
は
､

(･1)

北
京
囲
書
館
が
所
蔵
す
る
二
つ
の
清
抄
本
の
う
ち
'
選
民
繊
琴
銅
剣
模
蓄
蔵
の
陳
撰
稽
瑞
模
膏
戒
抄
本
で
あ
る

(『繊
琴
銅
剣
模
蔵
書
目
録
』
巻
三
著

鍾
)｡
北
京
囲
書
館
に
は
､
も
う

一
つ
､
後
述
の

『元
進
士
考
』
と
合
訂
さ
れ
て
い
る
､
鏡
大
析
手
抄
本
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
所
蔵
さ
れ
て
い

る
｡
楊
調
氏
に
よ
れ
ば
､
後
者
は
､
影
抄
本
で
は
な
-
､
行
款
格
式
や
字
髄
が
原
本
に
は
擦

っ
て
お
ら
ず
､
原
本
に
残
閲
や
不
明
箇
所
が
あ
れ

ば
､
鏡
大
折
が
自
分
の
考
え
で
増
補
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る

(楊
94
)｡

『元
統
元
年
進
士
題
名
録
』
の
通
行
本
は
､
民
国

一
二
年

(
一
九
二
二
)
に
徐
乃
呂
に
よ
っ
て
､
『宋
元
科
撃

二
線
』
の
一
つ
と
し
て
景
刊
さ
れ

た
も
の
で
､
こ
の

『宋
元
科
挙
三
線
』
に
掠

っ
た
排
印
本
も
､
『元
代
史
料
叢
刊
』
の

『廟
撃
典
躍
』
に
附
載
し
て
近
年
刊
行
さ
れ
た

(漸
江
古
籍

出
版
社
､
一
九
九
二
､
た
だ
し
､
登
第
者
名
の
部
分
の
み
)｡
そ
の
一
方
で
､
中
国
園
内
に
は
､
今
回
影
印
さ
れ
た
抄
本
以
外
に
も
､
い
く
つ
か
の
葺
民

Size

本
に
掠
る
清
抄
本
が
現
存
す
る
の
で
あ
る
が
､
清
抄
本
の
公
刊
は
今
回
が
は
じ
め
て
で
あ
る
｡
元
刊
景
刊
本
が
存
在
す
る
以
上
､
清
抄
本
は
不

要
の
よ
う
に
思
わ
れ
そ
う
で
あ
る
が
､
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
｡
と
い
う
の
も
､
葺
氏
荏
田蔵
本
は
現
在
で
は
所
在
不
明
で
あ
り
､
こ
れ
ま
で

一
般
的
に
利
用
さ
れ
て
き
た

『宋
元
科
翠
三
線
』
本
に
は
､
誤
刻
が
あ
る
上
に
､
葺
氏
奮
蔵
元
刊
本
の
景
刊
と
構
す
る
も
の
の
､
編
者
徐
乃
日日

(･IJ)

と
底
本
の
接
鮎
が
よ
-
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
楊
94
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
｡
つ
ま
り
､
は
た
し
て
テ
キ
ス
ト
と
し
て
い
ず
れ
が
優
れ
て
い
る
か
と

い
う
問
題
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
｡

粛
啓
慶
氏
は
､
『宋
元
科
挙
三
線
』
本
を
底
本
と
し
て
他
の
政
行
資
料
と
の
校
勘
を
お
こ
な
い
(粛
83
)､
こ
れ
を
踏
ま
え
て
『元
代
史
料
叢
刊
』

本
に
お
い
て
も
校
訂
は
重
ね
ら
れ
て
い
る
が
､
楊
94
は
､
そ
れ
を

一
歩
進
め
る
と
と
も
に
､
北
京
固
書
館
の
二
つ
の
抄
本
と
の
比
較
も
詳
細
に
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お
こ
な
っ

て
い
る
鮎
に
､
そ
の
特
長
が
あ
る
｡
こ
う
し
た
背
景
を
考
え
る
と
､
今
回
影
元
刊
抄
本
が
公
刊
さ
れ
た
こ
と
は
'
意
味
が
あ
る
と
言

rpI･;

え
る

｡イ

『宋
元
科
挙
題
名
録
』

W恥刑

ま
ず
'
本
書
の
構
成
を
掲
げ
､
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
に
つ
い
て
の
重
行
資
料
を
注
記
す
る
｡

『宋
元
科
挙
題
名
録
』
構
成

※
資
料
名
は
本
書
の
表
記
の
ま
ま
､
[鏡
]
は
鏡
大
折
の
､
[王
]
は
王
鳴
青
の
級
が
あ
る
こ
と
を
示
す

宋
紹
興
十
八
年
進
士
題
名
記

[鏡
]
(本
論
文
の
封
象
外
な
の
で
､
夢
付
資
料
は
害
す
)

延
繭
甲
寅
科
江
西
郷
試
録

(延
砿
元
/
一
三
一
四
)
[鏡
]

‖ヽ
､

※
答
案
の
み
八
篇

(｢石
鼓
賦
｣)

山
東
郷
試
題
名
記

(至
正
l
O
/
一
三
五
〇
)

乾
隆
歴
城
願
志
二
四

(移
録
)､
山
左
金
石
志
二
四

(著
録
)､
潜
研
堂
金
石
文
抜
尾
二
〇
(著
線
)

山
東
郷
試
題
名
碑
記

(至
正
二
二
/
一
三
六
二
)

乾
隆
歴
城
嚇
志
二
四

(移
録
)､
潜
研
堂
金
石
文
践
尾
二
〇
(著
録
)､
授
堂
緯
扱

一
四

(著
録
)

至
正
十

一
年
進
士
題
名
記

[鏡
]

金
石
翠
編
未
刻
稿

(移
録
)

至
正
庚
□
園
子
□
貢
試
□
名
記

(庚
子
=

二
〇
年
/
一
三
六
〇
)
[鏡
､
王
]
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※
登
第
着
名
の
み
移
録

(『金
石
革
編
未
刻
稿
』
に
記
文
も
含
め
て
移
録
)

至
正
丙
午
園
子
監
公
試
題
名
記

(丙
午
-

二
六
年
/
三
一六
六
)
[鏡
]

※
登
第
者
名
の
み
移
録

(原
碑
に
は
記
文
あ
り
)

162

こ
の
よ
う
に
'
七
件
の
資
料
の
う
ち
､
六
件
が
元
朝
の
科
翠
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
､
｢延
砧
江
西
郷
試
録
｣
を
除
い
て
は
､
石
刻
資
料
を
移
録

し
た
も
の
で
あ
る
｡
た
だ
し
､
郷
試
や
園
子
監
貢
試
に
か
か
わ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
､
進
士
の
題
名
は
､
｢至
正
十

一
年
進
士
題
名
記
｣
の
み

で
あ
る
｡
こ
こ
で
は
､
こ
れ
を
中
心
と
す
る
北
京
孔
子
廟
所
在
の
科
挙
関
係
碑
刻
の
検
討
を
お
こ
な
い
た
い
｡

北
京
の
孔
子
廟
の
元
朝
科
挙
関
係
稗
刻
は
よ
-
知
ら
れ
て
お
り
､
こ
れ
ら
の
碑
が
清
朝
の
康
照
年
間
に
再
度
出
現
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
し

ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
が
､
煩
を
厭
わ
ず
記
述
し
て
お
-
と
､
元
代
に
お
い
て
は
､
科
撃
が
賓
施
さ
れ
て
､
進
士
登
第
者
が
決
定
す
る
と
'
そ
の

名
前
は
石
に
刻
し
て
首
都
の
園
子
監
に
立
て
ら
れ
た
｡
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
､
『元
史
』
選
孝
志
科
目
に

又
揮
日
､
諸
進
士
詣
先
聖
廟
行
合
菜
躍
､
第

一
人
具
税
文
行
事
､
刻
石
題
名
於
園
子
監
｡

と
あ
る
し
､
『新
刊
類
編
歴
撃

二
場
文
選
』
(以
下

『歴
撃
二
場
文
選
』
と
客
)
や

『新
編
事
文
類
衆
翰
墨
全
書
』
(以
下
､
『翰
墨
全
書
』
と
署
)
所
収
の

I.ill

｢進
士
受
恩
例
｣
(延
柘
二
年
四
月
中
書
省
節
付
)
に
も
立
石
題
名
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
｡

ま
た
､
立
石
が
寅
際
に
お
こ
な
わ
れ
､
題
名
碑
が
園
子
監
に
立

っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
'
宋
裏
の

『燕
石
集
』
巻

l
五
の

｢書
進
士
題

名
石
刻
後
｣
や
'
呉
師
道
の

『躍
部
集
』
巻

l
八
の

｢辛
西
進
士
題
名
後
題
｣
な
ど
に
見
え
る
､
趨
伯
器
と
い
う
人
物
が
園
子
監
の
典
簿
の
時

に
､
後
至
元
の
中
断
ま
で
の
七
拳
の
科
翠
の
題
名
碑
の
拓
本
を
作
成
し
て
'
各
次
の
科
挙
の
合
格
者
か
ら

一
人
を
選
ん
で
蚊
を
書
か
せ
た
と
い

う
逸
話
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
｡
た
だ
し
､
明
代
に
な
っ
て
､
院
安
が
太
撃
の
建
築
を
督
し
た
際
に
元
の
進
士
碑
の
刻
字
を
磨
去
し
､
そ
の

石
が
明
の
進
士
題
名
碑
に
用
い
ら
れ
た
と
い
う

(『水
東
日
記
』
巻
二
八
･
奮
碑
石
､
有
名
な

｢孔
子
加
封
碑
｣
も
明
代
に
は
倒
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
と
､
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同
じ
巻
の
｢前
元
加
封
孔
子
制
碑
｣
に
あ
る
)｡

と
こ
ろ
が
'
清
朝
の
康
配
=:三

一
年

(
l
六
九
二
)
に
､
廟
内
､
大
成
殿
後
に
あ
る
孔
子
の
父
を
配
っ
た
啓
聖
両

(崇
聖
耐
)
の
工
事
に
際
し
て
､

石
碑
が
三
つ
出
土
し
た
｡
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
､
『碑
侍
集
』
巻
四
六

･
呉
苑
博
､
『骨
董
墳
記
』
巻
五

･
元
題
名
碑
､
『
(乾
隆
)
欽
定
園
子
監

(13)

志
』
(文
淵
閣
四
庫
全
書
本
)
巻
四
八
金
石
三

･
題
名

(道
光
志
で
は
巻
六
二
)
な
ど
に
記
事
が
あ
る
｡

こ
の
三
碑
が
､
本
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
｡

a

至
正
十

一
年
二

三
五

一
)
進
士
題
名
碑

b

至
正
庚
□
園
子
□
貢
試
□
名
記

(至
正
庚
子
/
二
〇
/
一
三
六
〇
)

C

至
正
丙
午
園
子
監
公
試
題
名
記

(至
正
丙
午
/
二
六
/
一
三
六
六
)

の
三
つ
で
あ
る
｡
こ
の
う
ち
t

a
と

C
に
つ
い
て
は
､
現
在
も
孔
子
廟

(首
都
博
物
館
)
の
大
成
門
の
前
に
立
つ
が
､
b
は
文
字
面
が
剥
落
し
た

(;)

か
､
も
し
く
は
所
在
不
明
と
考
え
ら
れ
て
い
る

(張
寧
97
)
｡
な
お
､
こ
の
他
に
､
趨
孟
境
の
撰
に
な
る
延
蕗
二
年

(
一
三
一
五
)
の
題
名
碑
が
あ

る
と
､
孫
承
樺
の

『春
明
夢
徐
線
』
が
書
-
が

(巻
六
七
)､
『欽
定
園
子
監
志
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
､
乾
隆
時
代
に
は
す
で
に
存
在
し
な
い
と
さ

れ
て
い
る
｡

一
万
､

一
九
三
〇
年
代
に
編
ま
れ
た

『北
京
市
志
稿
』
は
､
現
在
文
字
が
漫
患
不
明
の
一
弾
に
つ
い
て
､
延
蕗
二
年
と
至
正
庚
子

の
両
方
の
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
い
る

(金
石
志
巻
一
㌧
燕
山
出
版
社
本
第
九
巻
)0

こ
の
出
土
資
料
に
関
心
を
持
っ
た
の
が
'
鑓
大
折
だ
っ
た
｡
乾
隆
乙
未

(四
〇
/

一
七
七
五
)
二

月
二
八
日
の
日
付
の
あ
る
'
王
鳴
詔

(王
鳴

盛
の
弟
)
の
摸
し
た

｢至
正
庚
子
園
子
監
貢
試
碑
｣
の
蚊
に
は
､
次
の
よ
う
に
あ
る
｡

三
碑
は
供
に
園
子
監
大
成
門
外
に
在
る
｡
鏡
竹
汀
先
生
は
陪
把
の
時
に
こ
れ
を
見
て
､
採
録
し
て

｢元
通
事
｣
の
中
に
入
れ
た
｡
各
篇
の

後
に
考
護
を
付
し
て
あ
る
の
は
､
皆
な
先
生
の
筆
で
あ
る
｡
私
は
先
生
の
書
欝
か
ら
借
用
し
て
抄
し
て
一
篇
と
し
て
､
山
東
郷
試
題
名
記

の
後
に
附
し
た
｡
先
生
は
た
だ
そ
の
大
害
と
科
目
､
人
名
を
節
取
し
た
の
み
で
､
そ
の
記
文
と
執
事
の
官
僚

(の
名
前
)
と
は
､
い
ず
れ
も
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3耶E

書
き
寓
し
て
は
お
ら
ず
､
全
文
で
は
な
い
の
で
､
附
録
と
し
た
｡

こ
の
政
文
に
あ
る
よ
う
に
､
『宋
元
科
挙
題
名
録
』
所
収
の
三
碑
の
う
ち
､
園
子
監
試
の
二
つ
に
つ
い
て
は
,
合
格
者
の
人
名
し
か
書
か
れ
て

脳

い
な
い
｡
た
だ
し
､
上
に
も
書
い
た
よ
う
に
､
至
正
十

一
年
碑
と
至
正
庚
子
碑
の
二
つ
は
､
『金
石
革
編
未
刻
稿
』
に
全
文
が
収
め
ら
れ
､
至
正

丙
午
年
の
碑
記
に
つ
い
て
は
､
現
在
も
碑
が
存
在
し
て
刻
さ
れ
て
い
る
文
字
を
謹
む
こ
と
が
で
き
る
か
ら
､
い
ず
れ
の
碑
記
に
つ
い
て
も
､
そ

の
全
文
を
謹
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
｡

さ
て
､
｢至
正
十

1
年
進
士
題
名
記
｣
は
'
す
で
に
鋳
大
折
が
､
『宋
元
科
挙
題
名
録
』
の
蚊
に
お
い
て
､
｢元
石
巳
亡
､
後
人
重
刻
故
多
誤
字
｣

と
､
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
､
問
題
を
有
す
る
碑
で
あ
る
｡
鏡
大
折
が

｢後
人
垂
刻
｣
と
指
摘
し
た
根
接
は
分
か
ら
な
い
が
'
現
在
首
都
博
物

館
と
な
っ
て
い
る
明
清
孔
子
廟
の
前
庭
に
立

つ
こ
の
碑
の
現
状
を
見
る
限
り
､
こ
の
碑
が
原
碑
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
｡

碑
の
現
状
と

『宋
元
科
挙
題
名
録
』
を
参
照
し
っ
つ
､
こ
の
碑
の
持

つ
問
題
鮎
を
整
理
し
て
お
き
た
い
｡

誤
字
の
問
題

錬
大
折
の
言
う
と
お
り
誤
字
の
多
さ
が
､
こ
の
碑
の
問
題
の
l
つ
で
あ
る
｡
『宋
元
科
挙
題
名
録
』
で
は
､
個
々
の
箇
所
に
鏡

大
折
が
注
記
を
加
え
て
い
る
が
､
元
代
の
原
碑
と
は
考
え
ら
れ
な
い
誤
り
､
例
え
ば
､
朝
列
を
翰
列
､
可
を
河
と
誤
る
と
い
っ
た
類
が
多

､1

0
-.∨

文
字
の
映
蕗

よ
り
明
瞭
な
本
碑
の
問
題
鮎
は
､
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
文
字
の
映
落
箇
所
に
お
い
て
､
碑
面
に
は
剥
落
そ
の
他
の
物
理
的

撃
化
は
生
じ
て
お
ら
ず
､
ま
っ
た
-
未
刻
の
平
面
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
｡
こ
れ
は
､
重
刻
の
際
に
､
原
石
に
映
落
し
て
い
る
文
字
に
つ
い

て
は
､
末
刻
で
残
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
｡
量
的
に

一
番
大
き
い
の
は
､
各
行
行
末
の
何
字
か
が
映
落
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り

(『宋
元

科
挙
題
名
錠
』
で
､
｢以
下
閲
｣
と
注
記
さ
れ
て
い
る
の
が
そ
の
箇
所
)､
登
第
者
名
に
も
不
完
全
な
も
の
が
少
な
く
な
い
｡
例
え
ば
､
蒙
古
色
目
の

第
三
甲
の
部
分
に
あ
る
'
墓
や
鬼

一
字
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
部
分
は
明
ら
か
に
名
前
の
一
部
分
の
み
の
残
存
で
あ
る
｡

な
お
'
現
在
の
碑
石
に
は
､
第

一
行
か
ら
四
行
に
か
け
て
'
比
較
的
新
し
い
剥
落
が
あ
る
が
､
そ
の
部
分
の
文
字
が
移
線
さ
れ
て
い
る
鮎
で
､
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『宋
元
科
挙
題
名
録
』
は
､
『未
刻
稿
』
と
と
も
に
資
料
償
値
が
あ
る
｡

こ
の
碑
に
見
え
る
合
格
者
名
に
つ
い
て
も
'
粛
啓
慶
氏
に
研
究
が
あ
る

(粛
86
)｡
氏
は
､
｢本
記
的
原
碑
雷
己
不
存
｣

と
し
て
､
『金
石
翠
編

未
刻
稿
』
に
基
づ
い
て
校
注
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
､
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
'
康
照
年
間
に
l
緒
に
出
土
し
た
二
碑
の
う
ち
､
現
存
し
て
い
る
､
｢至
正
丙
午
園
子
監
公
試
題
名
記
｣
に
つ
い
て
も
､
文
字
の
秩

落
部
分
が
卒
面
で
放
置
さ
れ
て
い
る
鮎
は
同
様
で
あ
り
､
こ
の
碑
に
つ
い
て
も
同
じ
-
後
刻
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

ま
た
､
『宋
元
科
挙
題
名
録
』
に
は
､
郷
試
の
題
名
も
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
､
解
れ
て
お
き
た
い
｡

山
東
郷
試
題
名
記

(至
正
一
〇
/
三
一五
〇
)

山
東
郷
試
題
名
記

(至
正
二
二
/
三
l六
二
)

延
砧
甲
寅
科
江
西
郷
試
録

(延
砿
元
/
一
三
一
四
)

で
あ
る
が
､
す
で
に
書
い
た
よ
う
に
江
西
の
も
の
は
答
案
の
み
で
あ
る
が
､
山
東
の
二
碑
は
試
験
の
経
緯
を
異
牒
的
に
叙
述
し
て
お
り
､
試
験

に
開
興
し
た
官
員
名
に
つ
い
て
も
詳
し
-
書
か
れ
て
い
て
､
資
料
と
し
て
の
債
値
は
大
き
い
｡
こ
れ
ま
で
､
元
朝
科
畢
研
究
に
お
い
て
､
郷
試

へ
の
関
心
は
必
ず
し
も
高
-
は
な
か
っ
た
が
､
植
松
正
氏
が
'
官
員
任
用
に
お
け
る
郷
試
の
役
割
を
指
摘
し
(植
松
89
)､
さ
ら
に
李
治
安
氏
が
郷

I.5
1

試
の
制
度
的
研
究
を
お
こ
な
う
な
ど

(李
99
)
関
心
が
向
け
ら
れ
つ
つ
あ
る
｡

『宋
元
科
挙
題
名
録
』
の
書
物
と
し
て
の
成
立
に
つ
い
て
､
最
後
に
書
い
て
お
-
｡
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
鏡
大
折
と
関
わ
り
の
あ
る
石

刻
が
多
い
の
で
あ
る
が
､
上
に
引
い
た
孔
廟
の
三
碑
に
つ
い
て
の
王
鳴
詔
の
級
に
'
｢予
従
其
粛
借
得
抄
成

l
篇
､
附
子
山
東
郷
試
題
名
記
後
｣

と
､
彼
が
資
料
を
排
列
し
た
こ
と
を
示
す
表
現
が
あ
る
こ
と
と
､
｢江
西
郷
試
録
｣
の
鏡
大
折
の
蚊
に
､
｢頃
ご
ろ
､
鶴
硲
主
人
'
予
に
従
い
て

観
ん
こ
と
を
索
む
､
因
り
て
奮
藁
を
検
し
て
之
を
別
紙
に
寓
し
て
拝
せ
て
付
去
す
｣
と
'
鏡
大
折
か
ら
王
鳴
君
に
資
料
が
提
供
さ
れ
た
こ
と
を

述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
､
鏡
大
折
が
収
集
し
た
資
料
に
基
づ
い
て
王
鳴
音
が

一
筋
の
本
に
ま
と
め
た
も
の
と
考
え
る
の
が
､
安
富
で
あ
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二

元

進

士

考

『元
進
士
考
』
に
つ
い
て
は
､
『北
京
固
書
館
古
籍
善
本
書
目
』
に
､
｢鏡
大
折
輯

稿
本

一
難
､
行
字
不
等
｣
と
あ
り
､
こ
れ
ま
で
存
在
の
み

が
知
ら
れ
て
い
た
が

(粛
88
､
黄
oo
が
紹
介
)､
今
回
､
江
蘇
古
籍
出
版
社
の

『嘉
定
鏡
大
折
全
集
』
第
五
巻
に
､
校
鮎
を
施
し
て
排
印
さ
れ
､
は

じ
め
て
公
刊
さ
れ
た
｡
全
集
第

一
巻
に
あ
る

｢前
言
｣
に
は
､
北
京
固
書
館
所
蔵
稿
本
を
工
作
本
と
し
た
と
あ
る
｡
『中
国
古
箱
書
本
書
冒
』
に

も
､
北
京
囲
書
館
本
し
か
著
録
さ
れ
て
い
な
い
｡

『元
進
士
考
』
の
内
容
は
､
そ
の
題
名
の
と
お
り
､
元
朝
に
お
け
る
科
挙
に
つ
い
て
､
合
格
者
の
氏
名
を
収
集
し
た
も
の
で
あ
る
が
､
や
は
り

｢前
言
｣
に
よ
れ
ば
､
全
部
で
進
士
五

一
三
名
､
郷
試
に
つ
い
て
は
五
三
八
名
が
検
出
さ
れ
て
い
る
と
あ
る

(後
述
の
よ
う
に
､
こ
の
人
教
の
す
べ
て

が
間
違
い
な
-
登
第
者
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
)｡
す
で
に
書
い
た
よ
う
に
鏡
大
折
が

『元
史
稿
』
の
著
述
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
か
ら
考
え
て
､
本
書

も
そ
の
た
め
の
作
業
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
ろ
う
｡
た
だ
し
､
楊
納
氏
に
よ
れ
ば
､
本
書
は
す
べ
て
が
鏡
大
軒
自
身
の
筆
に
な
る
わ
け
で
は

な
く
､
『元
進
士
考
』
と
い
う
題
名
も
後
人
の
付
け
た
も
の
だ
と
い
う
｡
ま
た
､
『元
統
元
年
進
士
題
名
線
』
の
抄
本
も
合
訂
さ
れ
て
い
る
と
の

(17)

こ
と
で
あ
る

(楊
納
94
)｡

さ
て
､
全
集
本
を
見
る
限
り
で
は
､
『元
進
士
考
』
は
､
と
-
に
章
立
て
さ
れ
て
は
お
ら
ず
､
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
見
出
し
が
あ
る
の
み
で
あ
る
｡

そ
こ
で
､
ま
ず

｢元
進
士
考
｣
の
構
成
に
つ
い
て
整
理
し
､
鏡
大
折
が
各
部
分
で
利
用
し
た
資
料
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
｡
頁
数
は
､
全
集

本
の
貢
数
で
あ
る
｡

166



元朝の料率資料について

一
頁

延
砧
乙
卯
合
試
以
下

※
『歴
撃

二
場
文
選
』
に

一
致
､
た
だ
し
､
丁
集
お
よ
び
庚
集
以
下
は
利
用
さ
れ
て
い
な
い

(『歴
撃
二
場
文
選
』
に
つ
い
て
は
後
述
)

五
貢

延
砧
甲
寅
郷
試
以
下

※
『歴
撃
三
場
文
選
』
に

一
致
､
利
用
部
分
は
合
試
と
同
じ

一
七
貢

蒙
古
色
目
人
第

一
甲
三
名
以
下

※
『
元
統
元
年
進
士
題
名
録
』
に
擦

っ
て
い
る

三
六
貢

元
統
元
年
合
議
以
下

※
お
そ
ら
く

『
元
統
元
年
進
士
題
名
録
』
の
合
試
順
位
に
よ
る
再
配
列

三
七
貢

慮
熊
蘇
州
府
志
元
朝
科
撃
取
土
類
以
下

※
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵

『洪
武
蘇
州
府
志
』
巻

二
二
の
元
朝
登
第
着
名
と

一
致

三
八
貢

延
蕗
二
年
以
下

※
各
科
畢
ご
と
に
進
士
の
名
を
記
し
､
個
々
の
人
物
に
つ
い
て
典
接
を
明
記
し
て
お
り
､
本
文
と
い
う
べ
き
も
の

七
三
貢

傑
責
以
下

※
年
次
未
詳
な
ど
の
人
物
に
つ
い
て
の
メ
モ
的
な
も
の

七
五
貢

延
蕗
甲
寅
以
下

※
郷
議
の
合
格
者
名
簿
で
あ
る
が
'
典
接
不
確
定

(至
正
庚
寅
に
つ
い
て
は
､
｢山
東
郷
試
題
名
碑
｣
を
利
用
し
て
い
る
が
､
『潜
研
望
金
石

文
抜
尾
』
に
や
は
り
著
録
さ
れ
て
い
る
同
じ
山
東
の
｢壬
寅
郷
試
題
名
碑
｣
は
参
照
し
て
い
な
い
)

八
六
貢

江
西
通
志
選
挙
志
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※

｢江
西
遺
志
｣
か
ら
郷
試
と
進
士
名
を
ぬ
き
だ
し
た
も
の
｡
(｢江
西
通
志
｣
を
め
ぐ
っ
て
は
後
述
)｡

二
二
〇
頁

貼
僚

(全
集
編
者
の
個
題
)

二
二
二
貢

逸
話
集

(出
典
表
示
､
全
集
本
は
こ
の
部
分
の
み
活
字
の
字
健
を
撃
見
て
い
る
が
'
理
由
は
不
明
)

168

こ
の
よ
う
な
構
成
を
見
る
と
､
本
文
と
で
も
言
う
べ
き
三
八
-
七
五
貢
の
部
分
を
除
い
て
は
､
特
定
の
資
料
か
ら
元
朝
の
進
士
名
あ
る
い
は

関
連
記
事
を
収
集
し
た
も
の
で
あ
り
､
お
そ
ら
-
は
資
料
を
書
き
ぬ
い
て
盃
べ
た
段
階
の
､
長
編
と
も
言
え
な
い
､
ノ
ー
ト
的
な
も
の
と
理
解

し
て
い
い
で
あ
ろ
う
｡
な
お
､
原
本
の
調
査
の
機
合
を
い
ま
だ
得
て
い
な
い
の
で
確
か
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
､
今
回
の
排
印
本
に
は
'
何
ヶ

所
か
の
原
本
の
誤
責
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
聞
達
い
が
あ
る
か
ら
､
原
抄
本
は
-
ず
し
字
を
含
ん
だ
走
り
書
き
的
な
も
の
な
の
か
も
し
れ
な

い
｡と

こ
ろ
で
､
鏡
大
折
自
身
も
こ
こ
に
集
め
ら
れ
た

｢進
士
｣
の
す
べ
て
が
正
し
い
と
は
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
｡
例
え
ば
､
至
治
元
年

進
士
の
う
ち
陶
津
の
候

(全
集
本
四
七
貢
)
に
､
｢漸
江
志
｣
は
､
至
治
宋
本
棟
に
呉
師
道
他
の
三
人
を
載
せ
る

一
方
で
､
至
治
元
年
辛
酉
林
仲
茂

｢'if,

棟
に
陶
津
な
ど
の
四
人
を
列
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
､
｢漸
志
は
大
率
そ
信
ず
る
に
足
ら
ず
'
此
に
附
し
て
考
を
挨

つ
｣
と
し
て
い
る
｡

ま
た
､
鎮
大
折
は
､
『進
士
考
』
に
お
い
て
､
上
記
の

｢新
江
志
｣
の
他
に
も
､
｢福
建
通
志
｣､
｢隣
西
通
志
｣
を
は
じ
め
と
し
て
､
い
く
つ

(?i)

か
の
地
方
志
を
利
用
し
て
い
る
｡
元
朝
同
時
代
資
料
に
よ
る
登
第
着
の
検
出
に
は
お
の
ず
か
ら
限
界
が
あ
り
､
次
な
る
資
料
源
と
し
て
､
多
数

現
存
す
る
地
方
志
の
利
用
は
嘗
然
考
え
ら
る
の
で
あ
る
が
､
そ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
登
第
者
名
の
信
頼
度
に
つ
い
て
は
か
な
り
問
題
が
あ
る

場
合
が
多
い
｡
そ
の
代
表
が

｢江
西
通
志
｣
で
あ
る
｡
鏡
大
師
は
､
『十
駕
君
養
新
線
』
巻

l
四

･
江
西
通
志
に
お
い
て
､
｢江
西
通
志
｣
で
は
'

元
統
元
年
の
進
士
と
し
て
一
五
人
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
'
『元
統
元
年
進
士
題
名
録
』
に
は
六
人
し
か
名
前
が
見
出
せ
ず
､
さ
ら
に
通

志
に
無
い
人
物
が
二
人
い
る
な
ど
の
例
を
挙
げ
て
､
｢皆
誕
妄
不
足
信
｣
と
言
い
'
劉
乗
忠
が
金
の
瑞
州
を
本
質
と
す
る
の
を
､
江
西
の
瑞
州
の



元朝の科挙資料について

人
と
す
る
の
に
至
っ
て
は
､
｢噴
飯
｣
と
し
て
い
る
｡
上
の
本
書
の
構
成
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
､
｢江
西
遺
志
｣
だ
け
が
､
別
立
て
に
さ
れ

て
い
る
の
は
こ
う
し
た
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
｡
江
西
省
に
つ
い
て
は
､
今
日
で
は
､
日
本
お
よ
び
毒
潜
に
現
存
す
る
通
志
か
ら
願
志
に

至
る
ま
で
の
地
志
の
ほ
ぼ
す
べ
て
を
影
印
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
､
今
回
調
査
を
お
こ
な
っ
た
と
こ
ろ
､
全
部
で
約
三
百
名
の

｢進
士
｣

を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
｡
こ
れ
は
元
朝
の
進
士
総
数
が

二

三
五
名
で
あ
り
､
牛
数
は
蒙
古
色
目
で
占
め
ら
れ
る
定
め
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
考
え
る
と
､
信
じ
難
い
数
字
で
あ
る
｡
と
く
に
､
嘉
靖
の
通
志
に
大
量
の

｢進
士
｣
が
見
え
る
｡
地
志
は
､
過
去
に
つ
い
て
の
記
事
は
､

以
前
の
も
の
を
踏
襲
す
る
の
が

一
般
的
で
あ
る
が
､
『光
緒
江
西
通
志
』
は
､
『十
駕
暫
養
新
線
』
の
こ
の
箇
所
を
引
用
し
て
､
過
去
の
通
志
を

批
判
し
て
い
る

(た
だ
し
個
々
の
登
第
者
名
に
つ
い
て
は
､
確
認
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
､
菖
志
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
)｡

こ
う
し
た
科
撃
資
料
と
し
て
の
地
方
志
の
問
題
や
､
文
集
類
所
収
の
科
挙
関
係
資
料
な
ど
､
『元
進
士
考
』
を
題
材
と
し
て
さ
ら
に
検
討
す
べ

き
問
題
が
存
在
す
る
が
､
こ
こ
で
は
､
節
を
改
め
て
､
本
書
が
引
用
し
て
い
る

『歴
撃
三
場
文
選
』
に
つ
い
て
､
検
討
を
し
て
み
た
い
｡

三

新
刊
類
編
歴
畢
三
場
文
選

上
に
掲
げ
た

『元
進
士
考
』
の
構
成
を
見
る
と
､
鏡
大
折
が
典
接
と
し
て

『歴
畢
三
場
文
選
』
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
｡
こ
の
文

(20)

献
は
'
日
本
で
は
静
嘉
堂
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
､
こ
れ
ま
で
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
｡
ま
た
､
後
述
す
る
よ
う
に
､
少
な

(21)

く
と
も
五
､
六
種
の
版
本
が
存
在
す
る
が
､
国
内
外
を
含
め
て
静
嘉
堂
文
庫
本
が
唯

一
の
完
本
の
よ
う
で
あ

る

｡

『元
進
士
考
』
の
構
成
の
箇
所

に
注
記
し
た
よ
う
に
､
鏡
大
折
も
不
完
全
本
し
か
見
て
い
な
い
｡
以
下
､
こ
の
書
物
の
内
容
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
､
そ
の
成
立
と
制
度
史
資

料
と
し
て
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
｡

さ
て
､
『歴
畢
三
場
文
選
』
が
封
象
と
す
る
の
は
､
延
砧
甲
寅

(元
/
三
二
四
)
か
ら
､
元
統
乙
亥

(≡
/
l
三
三
五
=

至
R
l冗
)
ま
で
の
､
計
八
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次
の
科
挙
で
､
郷
試
か
ら
延
試
ま
で
の
各
段
階
の
答
案
が
選
ば
れ
て
い
る
｡
元
統
乙
亥
に
つ
い
て
は
､
郷
試
し
か
収
載
さ
れ
て
い
な
い

(科
挙
中

断
の
た
め
)｡
全
髄
は
､
甲
か
ら
辛
の
八
集
か
ら
な
る
が
､
全
髄
の
構
成
と
､
各
集
に
附
さ
れ
た
出
版
者
名
､
日
付
は
､
次
の
と
お
り
｡

170

序
文

至
正
幸

巳
六

月
既
望
吉

安
安
成
後
学
劉
貞
仁
初
謹
書

綱
目

題
記

‥
至
正
改
元
辛
巳
歳
菊
節
建
安
後
学
虞
埜
文
質
謹
沓

甲
集

経
疑

※
七
科
の
み

乙
集

周
易

丙
集

同
書

丁
集

毛
詩

戊
集

躍
記

己
集

春
秋

庚
集

古
賦

封
面
な
し

題
記

‥
元
統
乙
亥
菊
節
建
安
虞
氏
務
本
賓
謹
題

封
面

‥
務
本
書
堂

封
面

‥
務
本
書
堂

封
面

‥
務
本
書
堂

封
面

‥
務
本
書
堂

封
面
な
し

封
面

‥
務
本
書
堂

題
記

‥
至
正
幸
巳
夏
六
建
安
余
氏
勤
徳
堂
謹
題

※
璽
章
閣
本
庚
集
古
賦
題
記

‥
至
正
幸
巳
夏
五
月
建
安
虞
氏
務
本
賓
謹
題

辛
集

詔
語
草
表

封
面

‥
務
本
堂

題
記

‥
至
正
改
元
辛
巳
菊
節
建
安
虞
氏
務
本
堂
謹
題

※
詔
は
甲
寅

(延
砧
元
)､
丁
巳

(延
砧
四
)､
突
亥

(至
治
三
)'
語

･
章
表
は
甲
寅
､
丁
巳
の
み

壬
集

封
策

封
面

‥
勤
徳
書
堂

題
記

‥
至
正
元
年
中
秋
日
古
杭
余
氏
勤
徳
望
謹
題

契
集

御
試

封
面

‥
至
正
元
年
新
集

(版
元
名
な
し
)



元朝の科撃資料について

※
七
科
の
み

『元
史
』
選
挙
志
や
皇
慶
の
科
畢
賓
施
の
詔
赦

(『元
典
章
』
他
所
載
)
に
よ
れ
ば
､
元
朝
の
科
挙
で
は
､
漢
人
商
人
に
つ
い
て
は
､
郷
試
'
合
試

で
は
'
第

一
場
で
経
疑
二
間

(四
書
)'
経
義

一
問

(五
経
)､
第
二
場
は
古
賦
話
語
章
表
か
ら

一
道
､
第
三
場
は
策

一
道
と
定
め
ら
れ
て
お
り
､

『歴
畢
三
場
文
選
』
の
構
成
は
､
こ
の
規
定
と
封
鷹
し
て
い
る
｡
ま
た
､
各
集
は
八
巻
か
ら
な
る
が

(甲
集
､
辛
集
､
実
集
を
除
-
)､
各
集
の
構
成

を
､
乙
集
の
易
義
を
例
に
と
っ
て
述
べ
て
み
る
と
､
全
八
巻
の
各
巻
が
､
延
砧
甲
寅
郷
試
乙
卯
合
試
の
第

一
科
か
ら
､
元
統
乙
亥
郷
試
の
み
の

第
八
科
ま
で
の
八
次
の
科
挙
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
｡
各
巻
に
は
江
噺
､
江
西
､
湖
虞
の
江
南
三
省
を
中
心
に
､
年
に
よ
っ
て
は
､
燕
南
､
河
南

な
ど
の
郷
議
と
含
試

(各
巻
の
最
後
に
置
か
れ
る
)
か
ら
答
案
が
選
ば
れ
､
多
-
の
答
案
に
は
'
作
者
の
籍
貫
と
順
位
が
附
せ
ら
れ
'
考
官
の
批
語

の
あ
る
こ
と
が
多
い
｡

さ
て
､
『歴
撃

二
場
文
選
』
は
､
鏡
大
折
が
お
こ
な
っ
た
よ
う
に
多
-
の
科
挙
合
格
者
の
名
前
を
拾
い
出
せ
る
と
い
う
鮎
で
も
有
用
な
資
料
で

は
あ
る
が
'
本
書
の
成
立
と
受
容
を
考
え
る
と
､
中
国
出
版
史
の
上
か
ら
も
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
｡
こ
こ
で
は
､
そ
の
鮎
に
つ
い
て
述
べ
て

お
き
た
い
｡

科
挙
受
験
の
参
考
書
の
類
が
末
代
に
お
い
て
す
で
に
存
在
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
､
よ
-
知
ら
れ
て
い
る
史
料
で
あ
る
が
'
岳
珂
の

『懐
郷

録
』
巻
九

･
場
屋
編
類
之
書
に
'
科
馨
に
関
す
る
規
定
を
編
集
し
､
答
案
の
綱
要
を
抜
書
き
し
て
､
準
備
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
本
が
た
-
さ

Bi馳E

ん
あ
り
､
建
陽
の
書
辞
で
は
､
少
し
で
も
新
し
い
事
を
責
り
物
に
し
て
､
速
-
嘗
れ
る
こ
と
を
ね
ら
う
こ
と
が
書
か
れ
､
北
宋
の
政
和
四
年

(
一

二

四
)
六
月

一
九
日
に
､
耀
聾
遣
提
琴
利
州
路
学
事
葺
潜
善
が
禁
止
の
上
奏
を
し
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
､
元
代
で
も
､
陶
宗
儀
の

『南
村
軽
耕
録
』
巻
二
八

･
非
程
文
に
､
各
行
省
の
郷
試
の
合
格
者
の
姓
名
を
集
め
て
登
科
記
の
如
き
も
の
を
作
り
､
営
利
の
た
め
に
出
版
す
る

(23)

者
が
い
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
｡
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た
し
か
に
､
末
代
麻
沙
坊
刻
の
科
挙
参
考
書
と
し
て
､
劉
達
可
の

『聖
水
群
英
待
間
合
元
選
要
』
や

『選
青
賦
篭
』
(天
線
琳
望

昌

撃

一著
鐘
)

な
ど
の
存
在
を

『福
建
出
版
史
話
』
は
畢
げ
て
い
る
が
､
筆
者
が
見
る
こ
と
の
で
き
た

『聖
水
群
英
待
間
合
元
選
要
』
(『四
庫
存
目
叢
書
』
影
印
明

∽

活
字
本
､
内
閣
文
庫
戒
正
徳
四
年
憤
猿
粛
刊
本
)
は
､
主
題
ご
と
に
文
例
を
挙
げ
た
も
の
で
､
本
書
の
よ
う
に
､
作
者
や
年
次
を
掲
げ
て
答
案
を
類
衆

(;)

し
た
も
の
で
は
な
-
､
お
そ
ら
-
は
､
こ
う
し
た
形
式
の
科
挙
答
案
集
と
し
て
は
､
『歴
撃

二
場
文
選
』
が
現
存
最
古
の
も
の
で
あ
ろ
う
｡

さ
て
､
本
書
の
成
立
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
｡
す
で
に
本
書
の
構
成
に
つ
い
て
書
い
た
部
分
で
掲
げ
た
よ
う
に
､
静
嘉
堂
文
庫
本

『歴
拳

三
場
文
選
』
の
多
-
の
集
の
最
初
に
題
記
が
あ
る
｡
そ
の
う
ち
､
日
付
の
あ
る
も
の
を
､
日
付
順
に
書
辞
名
と
と
も
に
亘
べ
て
み
る
｡

元
統
乙
亥

(≡
/
1
三
三
五
)
菊
節
建
安
虞
氏
務
本
賛

(静
嘉
堂
文
庫
本
甲
集
経
疑
巻
頭
)

至
正
幸
巳

(元
/
1
三
四
l
)
夏
五
月
建
安
虞
氏
務
本
賓

(杢
章
閣
本
庚
集
古
賦
巻
頭
)

至
正
幸

巳
夏
六

建
安
余
氏
勤
徳
堂

(静
嘉

堂
文
庫
本
庚
集
古
賦
巻
頭
)

至
正
幸

巳
六
月
既
望
吉

安
安
成
後
学
劉
貞

(序
文
)

至
正
元
年
中
秋
日
古
杭
余
氏
勤
徳
堂

(静
嘉
堂
文
庫
本
壬
集
封
策
巻
頭
)

至
正
改
元
辛
巳
歳
菊
節
建
安
後
学
虞
埜
文
質

(静
嘉
堂
文
庫
本
綱
目
巻
頭
)

至
正
改
元
辛
巳
菊
節
建
安
虞
氏
務
本
堂

(静
嘉
堂
文
庫
本
草
集
詔
浩
幸
表
巻
頭
)

こ
う
し
て
み
る
と
わ
か
る
よ
う
に
､
元
統
乙
亥
と
至
正
幸
巳
の
二

つ
の
年
の
も
の
が
あ
り
'
余
氏
勤
徳
堂
と
虞
氏
務
本
譜
の
二

つ
の
版
元
の

名
前
が
見
え
る
｡
と
-
に
､
庚
集
古
賦
に
つ
い
て
は
､
題
記
本
文
は
同
文
で
あ
り
な
が
ら
､
静
嘉
堂
文
庫
本
と
杢
章
閣
本
で
､
日
付
も
巻
頭
題

記
の
出
版
者
名
の
い
ず
れ
も
が
異
な

っ
て
い
る
｡
ち
な
み
に
､
余
氏
と
虞
氏
は
と
も
に
有
名
な
建
安
の
書
辞
で
､
葉
徳
輝

『書
林
清
話
』
で
も

言
及
さ
れ
て
い
る

(巻
二
宋
建
安
余
氏
刻
苦
､
巻
四
元
時
書
坊
刻
苦
之
盛
)｡
ま
た
'
近
年
､
福
建
に
お
い
て
は
出
版
史
研
究
が
盛
ん
で
､
現
地
の
利
鮎

を
生
か
し
た
研
究
が
多
-
番
表
さ
れ
て
お
り
'
謝
水
順
他

『
両
建
古
代
刻
苦
』
'
李
瑞
良

『
福
建
出
版
史
話
』
な
ど
が
､
そ
の
代
表
的
業
績
で
あ



元朝の科撃資料について

る
が
'
い
ず
れ
に
お
い
て
も
こ
の
二
つ
の
書
韓
は
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る

(た
だ
し
本
書
に
は
言
及
し
て
い
な
い
)0

そ
れ
で
は
'
こ
れ
ら
の
事
案
を
踏
ま
え
る
と
､
本
書
の
成
立
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
｡

そ
れ
に
は
､
題
記
と
内
容
の
二
つ
の
面
か
ら
の
検
討
が
必
要
と
な
る
｡
ま
ず
内
容
か
ら
で
あ
る
が
､
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
､
本
書
に
収
め

(25)

ら
れ
て
い
る
答
案
の
う
ち

l
番
新
し
い
も
の
は
､
元
統
三
年
の
郷
試
の
も
の
で
あ
る
｡
ま
た
'
題
記
に
つ
い
て
は
､
元
統
乙
亥
､
す
な
わ
ち
三

年
の
も
の
が
あ
る

一
方
で
､
至
正
幸
巳
､
す
な
わ
ち
元
年

(
三
一四
一
)
の
題
記
も
あ
る
｡
こ
の
う
ち
､
元
統
三
年
の
題
記
を
持
つ
の
は
､
甲
集

･

経
義
で
あ
る
が
､
題
記
の
文
中
に
は
八
科
と
あ
る
も
の
の
'
元
統
突
酉
ま
で
の
七
科
の
答
案
し
か
収
録
さ
れ
て
い
な
い
｡
『元
史
』
そ
の
他
に
掠

れ
ば
､
郷
試
は
八
月
二
十
日
か
ら
二
六
日
に
か
け
て
お
こ
な
う
と
定
め
ら
れ
て
お
り
､
題
記
の
と
お
り
菊
節
'
す
な
わ
ち
九
月
九
日
の
刊
行
で

､;I))

あ
れ
ば
､
こ
の
年
の
郷
試
の
答
案
の
収
録
は
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る

｡

も
う

一
つ
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
､
よ
-
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
'
元
朝
の
科
拳
は
､
順
帝
の
後
室
元
元
年
に
中
断
し
た
こ
と
で
あ
る
｡

『元
史
』
の
本
紀
に
は
､
巻
三
八
順
帝
本
紀

一
の
至
元
元
年

一
一
月
庚
辰
候
に
､
｢詔
罷
科
畢
｣
と
あ
り
､
再
開
に
つ
い
て
は
'
巷
四
十
順
帝
本

紀
三
の
至
元
六
年

二

一月
候
に
､
｢復
科
撃
取
士
制
｣
と
あ
る
｡
す
な
わ
ち
､
後
至
元
元
年

(元
統
三
年
)
の
二

月
に
中
止
が
決
ま
り
'
再
開
が

決
ま
っ
た
の
は
､
後
至
元
六
年
の
一
二
月
で
､
至
正
元
年
に
郷
試
が
､
翌
二
年
に
合
議
､
延
試
が
お
こ
な
わ
れ
た
｡

こ
れ
ら
の
封
面
､
題
記
の
記
事
と
､
科
挙
を
め
ぐ
る
情
勢
と
を
手
が
か
り
に
､
本
書
の
成
立
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
､
本
書
が
編
ま
れ
た

の
は
､
題
記
か
ら
考
え
て
元
統
三
年
の
こ
と
で
あ
ろ
う
｡
次
の
科
挙
の
た
め
の
出
版
物
と
し
て
本
書
は
編
ま
れ
た
が
､
科
挙
は
中
断
し
て
し

ま
っ
た
｡
そ
し
て
､
科
畢
再
開
の
詔
が
出
て
郷
議
が
は
じ
ま
っ
た
至
正
元
年
に
な
っ
て
'
元
統
三
年
の
郷
試
の
答
案
を
追
加
し
た
上
で
､
新
し

い
序
文
と
題
記
を
得
て
刊
行
さ
れ
た
と
理
解
す
る
の
が
'
安
富
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
.
綱
目
の
題
記
の
文
中
に
､
｢丙
子
之
歳

(後
室
些
毎
)
柿

雲
路
阻
､
拳
業
中
軽
､
斯
文
無
般
害
､
信
乎
､
今
欽
惟
聖
天
子
徳
盛
教
萌
'
詔
復
撃
制
｣
と
あ
り
､
辛
集

･
詔
語
草
表
の
そ
れ
で
は

｢聖
朝
詔

復
科
畢
｣
と
い
う
表
現
が
あ
る
の
も
､
至
正
の
科
挙
再
開
と
本
書
の
出
版
が
関
係
す
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
｡
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ま
た
'
上
に
も
書
い
た
よ
う
に
､
二
つ
の
書
韓
の
名
前
が
併
存
す
る
こ
と
に
つ
い
て
､
本
書
を
解
題
す
る

『静
嘉
堂
文
庫
宋
元
版
固
録
』
(
7

九
九
二
)
は
､
共
同
出
版
､
あ
る
い
は
版
木
の
移
動
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
｡
そ
こ
で
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
､
同
じ
庚
集
古
賦
に
お
い
て
､

静
嘉
堂
文
庫
元
刊
本
と
李
章
閣
朝
鮮
刊
本
で
､
題
記
は
同
文
で
あ
り
な
が
ら
日
付
と
菩
辞
の
名
前
が
違
う
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
る
と
､
版
木
の

移
動
の
可
能
性
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
｡

た
だ
し
､
以
上
の
推
測
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
鮎
が
あ
る
｡
そ
れ
は
､
巻
頭
の
｢聖
朝
科
挙
進
士
程
式
｣
の
う
ち
の
､
｢終
場
畢
人
充
教
官
｣

に
､
至
正
三
年
三
月
と
あ
る
事
賓
で
あ
る
｡
こ
れ
は
､
至
正
元
年
刊
行
と
い
う
上
の
推
測
と
矛
盾
す
る
｡
こ
の
候
は
ち
ょ
う
ど

T
葉
を
費
や
し

て
い
る
の
で
'
後
の
挿
入
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
｡
し
か
し
､
静
嘉
堂
文
庫
本
に
は
､
や
は
り

｢聖
朝
科
挙
進
士
程
式
｣
の

｢延
砿
元
年

六
月
中
書
省
沓
｣
に
､
他
の
部
分
と
字
髄
が
異
な
る
葉
が
存
在
す
る
｡
こ
の
葉
は
前
の
葉
と
文
章
が
績
い
て
お
り
､
後
か
ら
記
事
が
挿
入
さ
れ

た
た
め
の
髪
化
で
は
な
-
､
し
か
も
､
こ
の
葉
だ
け
に
墨
釘
が
存
在
す
る
｡
墨
釘
を
再
刻
の
際
に
底
本
と
し
た
本
の
列
讃
不
能
の
部
分
で
あ
る

と
侶
定
す
れ
ば
､
本
書
の
成
立
は
至
正
元
年
段
階
で
あ
る
も
の
の
､
静
嘉
堂
文
庫
本
は
後
に
修
訂
さ
れ
た
本
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
(ち

な
み
に
'
丁
付
け
は
連
綬
し
て
い
る
)｡

『歴
撃

二
場
文
選
』
の
注
目
す
べ
き
鮎
の
第
二
は
､
そ
の
受
容
で
あ
る
｡
上
に
書
い
た
静
嘉
堂
文
庫
本
に
つ
い
て
の
推
測
が
あ
た
っ
て
い
る
と

｢∴
＼

す
れ
ば
'
本
書
は
版
を
重
ね
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ

が

､

そ
れ
は
さ
て
お
き
､
明
代
に
お
い
て
も
本
書
が
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
､

『永
楽
大
典
』
に
お
け
る
本
書
の
引
用
で
わ
か
る
｡
す
な
わ
ち
､
巻
六
六
二
･
騨
廠
賦

(延
拓
二
年
合
試
)､
巻
三
五

一
九

･
金
馬
門
賦

(至
嘱
突
酉

=

元
統
元
年
江
西
郷
試
)
に
お
い
て
､
そ
れ
ぞ
れ

｢
三
場
文
選
｣
の
見
出
し
で
引
用
が
あ
り
､
い
ず
れ
の
賦
も
､
現
存
の

『歴
撃

二
場
文
選
』
に
も

収
録
さ
れ
て
い
る
｡

さ

ら

に
､

朝
鮮
に
お
い
て
は
､

1
五
世
紀
に

『歴
撃

二
場
文
選
』
が
何
種
類
か
出
版
さ
れ
て
お
り
'
韓
国
の
固
書
館
に
は
異
版
が
多
数
所
蔵

さ
れ
て
い
る
｡
筆
者
が
現
物
調
査
で
き
た
も
の
と
目
録
類
で
目
に
し
た
も
の
と
を
整
理
す
る
と
､
少
な
-
と
も
次
の
よ
う
な
版
本
の
存
在
が
想
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元朝の科翠資料について

定
で
き
る
｡

封
策

(突
未
字
小
字

一
四
〇
三
､
誠
庵
文
庫
､
『韓
国
古
印
刷
史
』
に
固
版
あ
り
)

経
疑

(庚
子
小
字

一
四
二
〇
㌧
誠
庵
文
庫
'
『韓
国
古
印
刷
史
』
に
囲
版
あ
り
)

古
賦
八
巻

(景
泰
五
年
/
端
宗
二
年
/
一
四
五
四
)
密
陽
府
刊

(内
閣
文
庫
､
至
章
閣
'
韓
国
園
舎
固
書
館
他
)

封
策

(庚
子
字
覆
刻
)

内
閣
文
庫
本
封
策

(鵡
宗
二
年
密
陽
府
刊
の
古
厳
と
の
合
せ
本
､
封
策
に
は
刊
記
な
し
'
右
の
庚
子
字
覆
刻
本
と
同
一
本
か
ど
う
か
は
不
明
)

註
21
に
書
い
た
よ
う
に
中
国
園
内
に
は
戎
本
す
ら
ほ
と
ん
ど
残
ら
な
い
こ
の
本
が
､
朝
鮮
時
代
に
何
度
か
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
興
味
深
い
｡

(;J=l,

た
だ
し
､
異
な
る
集
に
ま
た
が
る
本
が
現
存
し
な
い
こ
と
や
､
至
章
閣
本
の

『古
賦
』
が
､
軍
猪
で
序
蚊
を
有
す
る
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
'

朝
鮮
に
お
い
て
は
各
集
ご
と
で
刊
行
さ
れ
た
可
能
性
が
大
き
い
｡

な
お
､
元
代
に
は
も
う

一
つ
科
挙
の
答
案
集
が
存
在
す
る
｡
そ
れ
が
､
園
内
で
は
内
閣
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

『皇
元
大
科
三
場
文
選
』

｢¶∵

で
あ
る

(以
下
'
『大
科
文
選
』
と
客
)
｡
内
閣
文
庫
本
を
見
る
限
り
刊
記
は
な
い
が
､
至
正
甲
申

(四
/
一
三
四
四
)
の
慮
陵
劉
時
葱
の
級
が
あ
る
｡

あ
つ

蚊
の
文
中
に
､
｢三
朝
文
選
､
己
に
前
に
見
わ
れ
'
今
､
後
科
の
英
俊
を
披

め

て
､
梓
に
鏑
す
｣
と
い
う
表
現
が
あ
り
､
本
書
が

『歴
畢
三
場
文

選
』
の
後
継
を
意
識
し
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
｡

構
成
は
､
易
義
'
書
義
'
詩
義
､
穫
記
義
'
春
秋
義
'
易
疑
､
書
疑
､
詩
疑
､
穫
記
疑
､
春
秋
疑
'
四
書
疑
､
詔
語
､
表
､
古
朕
､
策
'
廷

試
策
か
ら
な
り
､
郷
試
､
合
試
'
延
試
の
答
案
が
集
め
ら
れ
て
い
る
｡
『歴
翠
三
場
文
選
』
と
比
べ
る
と
､
項
目
の
排
列
の
違
い
が
あ
る
が
､
こ

れ
は
'
至
正
の
科
挙
再
開
に
際
し
て
出
さ
れ
た
候
重
に
よ
る
と
､
第

一
場
の
経
疑
が
､
四
書

一
題
､
五
経

l
題
に
撃
わ
っ
て
お
り
､
こ
の
こ
と

に
封
鷹
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
(『歴
撃
二
場
文
選
』
聖
朝
科
挙
進
士
程
式
所
引
至
空
ハ年
一
二
月
科
挙
候
蓋
)｡
書
中
に
は
､
収
録
封
象
と
し
た
の
が
何
年

の
科
挙
か
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
､
延
試
に
採
録
さ
れ
た
人
物
の
中
に
至
正
二
年
の
進
士
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
人
物
が
い
る
こ
と
か
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ら
考
え
て
､
至
正
元
-
二
年

(
一
三
四
一
-
二
)
の
科
挙
に
お
け
る
答
案
を
集
め
た
も
の
と
考
え
て
い
い
で
あ
ろ
う
｡
序
文
の
至
正
四
年
は
再
開
後

二
回
目
の
郷
試
賓
施
の
年
で
あ
る
｡
な
お
､
鏡
大
師
は

『大
科
文
選
』
は
見
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
｡

176

附

制
度
資
料
と
し
て
の

『新
刊
類
編
歴
馨
三
場
文
選
』

｢歴
畢
三
場
文
選
｣
は
､
巻
頭
に

｢聖
朝
科
畢
進
士
程
式
｣
と
題
し
て
科
挙
に
関
す
る
公
儀
を
多
数
掲
載
す
る
｡
し
た
が
っ
て
科
挙
制
度
資
料

と
し
て
も
有
用
な
文
献
で
あ
る
の
で
､
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
解
れ
て
お
き
た
い
｡

言
う
ま
で
も
な
く
､
各
時
代
の
科
挙
に
つ
い
て
の
基
本
資
料
と
し
て
､
正
史
の
選
挙
志
が
あ
り
､
『
元
史
』
に
お
い
て
も
'
巻
八

一
以
下
の
四

巻
が
選
挙
志
に
充
て
ら
れ
て
い
る
｡
た
だ
し
､
科
挙
に
つ
い
て
の
記
述
は
､
選
挙
志
の
う
ち
'
巻
八

一
の
前
半
､
科
目
の
部
分
の
み
で
あ
る
｡

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
､
『
元
史
』
の
志
の
部
分
は
基
本
的
に
は
､
至
順
三
年

(
1
三
三
二
)
に
上
進
さ
れ
た

『経
世
大
典
』
に
基
づ
い
て
編

ま
れ
た
か
ら
､
後
室
元
年
閲
の
中
断
以
降
の
科
挙
が
封
象
外
と
な
り
'
そ
れ
に
つ
い
て
は
､
巻
九
二

･
百
官
志
八
の
末
尾
に
､
｢選
挙
附
録
｣
と

題
し
て
付
さ
れ
て
い
る
｡
『
元
史
』
の
こ
れ
ら
の
部
分
を
参
照
す
れ
ば
､
元
朝
の
科
挙
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
事
項
に
つ
い
て
知
る
こ
と
は
で
き

る
が
､
さ
ら
に
､
元
朝
史
研
究
の
他
の
分
野
と
同
じ
く
､
『元
典
章
』
(穫
部
四
･
学
校
･
儒
学
)
や
､
『
通
制
候
格
』
(巻
五
･
学
令
)
な
ど
の
法
制
資

料
に
も
科
挙
関
係
の
公
債
が
存
在
し
､
さ
ら
に
､
す
で
に
有
高
32
も
指
摘
す
る
よ
う
に
､
『翰
墨
全
書
』
に
も
科
畢
門
が
存
在
し
て
､
公
儀
類
を

収
め
る
｡
米
揮
市
立
囲
書
館
所
蔵
元
泰
定
刊
本
で
は
庚
集
､
ま
た
､
四
庫
存
冒
叢
書
本

(底
本
は
明
初
刊
本
と
す
る
)
や
､
京
都
大
学
附
属
囲
書
館

近
衛
文
庫
所
蔵
正
統
丙
寅
翠
巌
精
舎
本
､
内
閣
文
庫
所
蔵
正
徳
元
年
王
氏
善
敬
書
堂
刊
本
な
ど
の
明
刊
本
で
は
､
辛
集
巻
九
が
そ
れ
で
あ
る
が
､

内
容
は
い
ず
れ
も
同
内
容
で
あ
る
｡
ま
た
､
『元
代
史
料
叢
刊
』
の

『廟
撃
典
鐙
』
(漸
江
古
籍
出
版
社
)
に
附
載
さ
れ
て
い
る

『古
学
棄
刊
』
所
収

の

『元
婚
穫
貢
拳
考
』
も
､
『古
学
嚢
刊
』
の

｢提
要
｣
に
よ
れ
ば
､
『翰
墨
全
書
』
か
ら
婚
程
と
科
挙
関
係
の
資
料
を
抄
出
し
た
も
の
で
あ
る

(な
ぜ
か

『元
代
史
料
叢
刊
』
の
出
版
説
明
に
は
そ
の
こ
と
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い
)｡
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表 1 科挙制度関係資料引用 リスト(『歴拳三場文選』の掲載順による)

歴､通､典､翰､貢

歴､通､典､翰､責

歴､典
磨
磨
磨

貢

責

貢

貢

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

翰

翰

翰

翰

貢

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

歴

歴

歴

歴

歴

歴
歴

歴

歴
歴

歴

歴

歴

歴
翰

元降詔旨 (皇慶年月日)

中書省奏准試料候目 (皇慶二年一一月)

費朝頒降牒董
延砧七年三月
天暦元年九月

天暦二年八月

元統二年十月

都省奏准科挙候墓

室元六年一二月初三日
至正元年七月H

終場撃人充教官 (至正三年三月)

延南元年六月中書省沓

延砧二年二月中書省節付 (合試程式)

試巻不考格 (偶題)

延戒元年翰林国史院経歴司呈

延砧元年中書省沓

延緒元年中書省沓
延砧三年中書省碍郡呈表章格式

郷試程式 (延蕗元年)
□□研帖□式

合試程式 (延柘二年)

衝試程式
進士受恩例 (延砿二年四月)

朱文公学校貢畢私議

注記 歴:歴単三場文選 (静嘉堂文庫本)､通:通制候蓋 (巻五学令科挙)､典:元典章 (檀那学校)､
翰:新編事文類衆翰墨全書 (泰定刊､庚集科挙門)､貢:元婚穫貢畢考 (古学嚢刊)

こ
こ
で
は
､
こ
れ
ら
五
つ
の
文
献
に
収
録
さ
れ
て
い
る
詔
敏
や
公
儀

｢洲｣

の
類
を
整
理
し
て
一
覧
表
に
し
て
み
た
｡
そ
れ
が
上
の
表
で
あ

る

｡

こ
の
表
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
､
『元
典
章
』､
『翰
墨
全
書
』､
『歴
拳

三
場
文
選
』
の
順
で
､
資
料
が
増
加
し
て
お
り
､
『歴
撃

二
場
文
選
』
に

は
他
の
文
献
に
は
見
ら
れ
な
い
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
､
お
わ

か
り
い
た
だ
け
る
で
あ
ろ
う
｡
こ
れ
は
､
一
つ
に
は
､
『元
典
章
』
が
'

新
集
を
入
れ
て
も
至
治
二
年

(
一
≡
二
二
)
ま
で
の
資
料
で
あ
り
､
『翰
墨

全
書
』
が
泰
定
刊
本
で
あ
る
の
に
封
し
て
'
『歴
撃

二
場
文
選
』
は
､
す

で
に
検
討
し
た
よ
う
に
元
統
三
年
以
降
の
成
立
で
あ
る
か
ら
､
嘗
然
の

こ
と
で
あ
る
が
､
元
来
科
挙
封
策
の
書
物
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
が
故
に
科
挙
の
細
部
に
関
わ
る
規
定
が
少
な
か
ら
ず
収
め
ら
れ
て
い

る
鮎
に
､
本
書
の
資
料
と
し
て
の
特
色
が
あ
る
｡

以
上
の
よ
う
に
､
科
挙
制
度
史
料
と
し
て
の
償
値
が
高
い
､
『歴
撃

二

場
文
選
』
の
｢聖
朝
科
挙
進
士
程
式
｣
で
あ
る
が
､
こ
こ
で
は
そ
の
鮎
の

指
摘
に
と
ど
め
､
こ
れ
ら
の
公
儀
類
の
内
容
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は

次
の
機
合
と
し
た
い
｡
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四

鏡
大
折
の
見
た
資
料
､
見
て
い
な
い
資
料
-

結
び
に
代
え
て

ふ
た
た
び
､
鏡
大
折
の

『
元
進
士
考
』
に
戻
る
｡
科
挙
合
格
者
の
分
析
､
と
-
に
合
格
後
の
彼
ら
に
つ
い
て
の
追
跡
は
､
元
朝
時
代
に
科
挙

(;,I)

の
有
し
た
意
義
の
解
明
に
直
接
関
連
す
る
も
の
と
言
え
る
｡
そ
の
た
め
の
第

一
歩
と
し
て
､
科
挙
の
合
格
者
を
ど
れ
だ
け
検
出
で
き
る
か
が
課

題
と
な
り
､
延
砧
の
科
挙
再
開
か
ら
､
通
算

一
六
回
お
こ
な
わ
れ
た
科
挙
の
､
合
計

二

三
五

(あ
る
い
は
二

三
九
)
名
の
合
格
者
に
つ
い
て
'

ど
れ
だ
け
の
人
名
を
検
出
し
､
そ
の
人
物
に
つ
い
て
追
跡
で
き
る
か
と
い
う
問
題
に
な
る
｡
鏡
大
折
の
科
挙
研
究
の
目
的
が
ど
こ
に
あ

っ
た
か

は
さ
て
お
き
､
『元
進
士
考
』
の
公
刊
は
､
こ
う
し
た
作
業
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
｡

一
方
で
､
現
在
の
我
々
を
と
り
ま
く
資
料
状
況

は
鏡
大
折
の
生
き
た
乾
嘉
年
間
よ
り
も
は
る
か
に
恵
ま
れ
､
し
か
も
昨
今
の
状
況
の
塑
化
の
著
し
い
こ
と
は
､
本
稿
の
冒
頭
で
も
述
べ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
｡
そ
の
鮎
に
触
れ
て
結
び
に
代
え
た
い

ま
ず
､
『
元
進
士
考
』
に
お
い
て
鏡
大
折
が
引
用
す
る
文
献
を
大
雑
把
な
分
類
で
配
列
し
て
み
よ
う

(表
記
は
『元
進
士
考
』
に
基
い
た
が
'
同
一
書

が
複
数
の
名
前
で
登
場
す
る
場
合
は
統
一
し
た
)0

史
郡

元
史
､
朝
鮮
史
暑

地
志

新
江
志
､
江
西
志
､
福
建
適
志
､
隣
西
遺
志

湖
北

‥
斬
州
志
､
斬
江

‥
杭
州
府
志
､
江
西

‥
奉
新
願
志
､
江
蘇

‥
金
陵
新
志
､
松
江
志
､
(慮
熊
)
蘇
州
府
志
､
江
寧
志
､
江
都
解
志
'

山
西

‥
扮
州
府
志
､
扮
陽
嚇
志
､
隣
西

‥
三
原
願
志
､
城
固
解
志
､
虞
東

‥
肇
慶
府
志
､
河
北

‥
天
津
府
志

集
部

纏
集

(元
)
文
類
､
中
州
文
表
､
元
詩
選
､
列
朝
詩
集
､
元
音

別
集

圭
密
集

(欧
陽
玄
)､
責
文
献
公
集

(毒
酒
)､
呉
草
産
集

(奥
澄
)､
義
損
集
､
馬
石
田
集

(馬
阻
常
)､
造
園
集

(類
稿
･
筆
舌
線
､
虞
集
)､

宋
凍
集
､
呉
穫
部
集

(呉
師
道
)､
滋
渓
集

(蘇
天
爵
)､
陳
衆
仲
集

(陳
旅
)､
毒
清
老
詩
'
楊
繊
崖
集

(楊
維
頑
)'
薩
都
刺
集
､
掲
文
安
集
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(掲
係
斯
)､
余
市
陽
集

(余
聞
)'
張
紳
詩
､
王
韓
集
､
博
輿
砺
詩
'
呂
思
誠
､
許
有
壬

(最
後
の
二
人
は
名
前
の
み
で
引
用
)

そ
の
他

逐
呂
雑
録

(元
･
鄭
元
戒
)､
軽
耕
録

(元
･
陶
宗
儀
)､
濠
章
漫
紗

(明
･
陸
深
)､
繊
網
珊
瑚

(明
･
都
穆
)

｢叫,J)

不
明

元
詩
爵
里
､
鶏
肋
集

石
刻

山
東
郷
試
題
名
記

(至
正
一
〇
年
'
二
二
年
)､
霞
希
賀
撰
蘇
宥
神
道
碑
､
轟
安
解
建
学
記

(湖
州
)､
長
興
州
石
刻

(湖
州
)､
雲
水
龍
両

石
刻
､
代
両
南
海
廟
記

こ
う
し
て
み
る
と
､
責
兆
強
氏
が
整
理
し
た
､
『
二
十
二
史
考
異
』
の
引
用
書
目
と
比
べ
れ
ば
'
こ
ち
ら
の
方
が
多
岐
に
わ
た
る
が

(責

oo参

照
)､
そ
れ
で
も
鏡
大
折
の
引
用
す
る
資
料
は
決
し
て
多
い
と
は
言
え
な
い
と
感
じ
さ
せ
る
｡

そ
こ
で
､
今
日
に
お
け
る
研
究
と
資
料
の
状
況
と
を
見
る
た
め
に
'
『元
進
士
考
』
と
最
近
の
研
究
と
を
そ
の
引
用
資
料
で
比
較
し
て
み
た

い
｡
こ
れ
ま
で
に
も
'
計

l
六
回
の
科
挙
の
う
ち
､
延
蕗
二
年

(植
松
89
､
模
S
g)､
泰
定
元
年

(陳
96

)
､
元
統
元
年

(粛
S3'
楊
9
)､
至
正

二

年

(斎
86
)
の
各
年
次
に
つ
い
て
は
､
そ
れ
ぞ
れ

(
)
内
に
注
記
し
た
研
究
が
存
在
す
る
が
､
こ
の
う
ち
､
各
種
の
文
献
に
散
在
し
た
進
士
名

を
集
め
て
い
る
鮎
で
'
作
業
方
法
が

『元
進
士
考
』
に
近
い
､
泰
定
元
年
に
つ
い
て
の
陳
高
華
氏
の
研
究
を
､
鏡
大
折
の
も
の
と
比
較
す
る
こ

と
に
し
た
｡
そ
れ
が
､
次
の
貢
に
､
表
-
と
し
て
掲
げ
た
封
照
表
で
あ
る
｡

表
を
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
､
検
出
さ
れ
て
い
る
進
士
の
数
が
､
陳
氏
に
お
い
て
は
､
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
｡
し
か
も
､

典
接
と
し
て
い
る
資
料
が
多
種
で
､
よ
り
同
時
代
に
近
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
｡
数
の
鮎
で
は
､
こ
の
年
の
登
第
者
で
あ
る
宋
裏
の
『燕
石
集
』

に
関
係
資
料
が
い
く
つ
か
含
ま
れ
て
お
り
､
陳
氏
は
そ
こ
か
ら
か
な
り
の
進
士
名
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
､
そ
れ

を
も
含
め
て
､
今
日
我
々
が
置
か
れ
て
い
る
資
料
状
況
が
､
格
段
に
恵
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
｡
こ
れ
ら
の
資
料
の
中

に
は
､
最
近
に
な
っ
て
利
用
が
可
能
に
な
っ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
｡

最
初
に
､
こ
の
論
文
の
執
筆
の
背
景
に
資
料
状
況
の
髪
化
が
あ
る
と
書
い
た
｡
そ
れ
は
､
主
題
と
し
た
鏡
大
折
の
著
作
や
､
元
朝
資
料
な
ど
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表2 陳高華と鏡大師の比較 (泰定甲子科)

左梼 一七名
八刺 (状元):元史
塔不墓 :燕石集
譜都築 :燕右集
伯顔 (二名):燕石集
卑魯不華 :燕石集
曲出 :燕石集
雅塊 :燕石集､秘書監志､元詩選
納臣 :燕石集
僕直堅 :圭欝文集､金華葺先生集
師学羅 :柳待制集
天砧 (唐九):金華責先生集
担古相 :至正四明績志
彦文 :呉文正集
那木芋 :秘書監志
完進不花 :秘書監志

完浮薄化 :元史､正徳松江府志

右梼 三二名

張 益 (状元):元史

宋裏 :燕石集 (撰者)
張 葬 :燕石集
王守誠 :元史､燕石集
程 詠 :燕石集
王賛 :固朝文類､燕石集､撃古録
章 穀 :燕石集

程 謙 :燕石集
王 理 :燕右葉､元詩選
成 鼎 :燕石集
妻天麟 :燕石集
趨時敏 :燕石集
段天砿 :燕石集
呂思誠 :元史
法文環 :弘治衝州志
史嗣孫 二清容居士集
程端撃 :清容居士集
渇翼素 :申密集

林仲節 :八開通志
楊 衝 :模索詩集
適宜中 :呉文正集

彰士奇 :圭欝集
孔 清 :金華責先生集
曽 翰 :呉文正集
鄭 倍 :始豊稿

費 著 :永楽大典
張 復 :八開通志
呉 敬 :嘉靖淳安志
劉 埜 :嘉靖康信府志
李時翁 :寓暦書安志
曾俊玉 :高層吉安志

李 蓮 :寓暦吉安志
周子善 (陳氏なし)

鎮 :なし (出典の表示なし)

鎮 :圭粛文集

鏡 :松江志､麻安願願撃記

録 :なし
鏡 :なし

鏡 :なし

鏡 :元詩爵里
鏡 :江西志

鏡 :元詩爵里
鏡 :なし

鏡 :陳衆仲集､漸江志
鏡 :漸江志

鏡 :重曹集
鏡 :江西志
鏡 :福建通志

鏡 :呉文正集
鏡 :江西志

鏡 :金華責先生集
鏡 :英文正集､江西志

鏡 :両建適志

錬 :江西志

鏡 :江西志
鏡 :江西志
鍾 :江西志
鍾 :元詩爵里､江西志
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の
文
献
の
公
刊
に
よ
る
利
用
の
利
便
化
だ
け
で
は
な
い
｡
筆
者
が
､
『歴
撃
三
場
文
選
』
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
き

っ
か
け
と
な

っ
た
の
は
､

韓
国
訪
書
の
機
合
を
得
て
､
韓
国
所
在
の
同
書
に
つ
い
て
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
り
､
北
京
孔
子
廟
の
碑
刻
を
現
地
で
見
る

こ
と
に
よ
っ
て
'
こ
の
碑
の
持

つ
問
題
鮎
は
よ
り
明
確
に
な

っ
た
｡
ま
た
､
陳
高
華
氏
は
､
訪
日
の
機
合
に
､
静
嘉
堂
文
庫
や
内
閣
文
庫
の

『歴

撃
三
場
文
選
』
､
『大
科
文
選
』
を
調
査
さ
れ
て
い
る
｡
粛
氏
が
､
元
統
元
年
題
名
録
や
至
正
十

一
年
碑
に
つ
い
て
取
り
あ
げ
ら
れ
た
の
は
､
八

十
年
代
前
半
の
こ
と
で
あ
り
､
氏
は
北
京
圃
書
館
所
蔵
の
関
連
史
料
を
見
て
お
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
､
そ
の
後
､
現
地
で
調
査
を
さ

れ
た
こ
と
は
､
粛
88
や
楊
94
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
｡
こ
の
よ
う
に
元
朝
科
畢
研
究
に
お
い
て
は
､
国
際
的
な
交
流
が
具
牒
的
に
研
究

の
進
展
を
生
み
出
し
て
い
る
｡
冒
頭
に
も
記
し
た
よ
う
に
'
粛
氏
は
'
こ
れ
ま
で
に
検
出
し
た
元
朝
進
士
名
の
-
ス
ト
を
公
開
す
る
こ
と
を
計

董
さ
れ
て
い
る
｡
お
そ
ら
-
､
こ
う
し
た
資
料
状
況
の
愛
化
が
氏
の
作
業
に
は
反
映
さ
れ
､
よ
り
進
ん
だ
も
の
と
な

っ
て
い
る
と
濠
想
さ
れ
る
｡

氏
の
成
果
を
ベ
ー
ス
と
し
た
国
際
的
な
交
流
が
元
朝
科
挙
研
究
を
さ
ら
に
推
し
進
め
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
｡

元朝の科撃資料について

T 註＼-

付

記
本
論
文
中
に
使
用
し
た
各
種
の
文
献
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
'
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
の
金
文
京
氏
の
お
世
話
に
な
っ
た
鮎
が
少
な
-
な
い
｡
末
尾
で
は
あ
る
が
感
謝
の
気

持
ち
を
記
し
て
お
き
た
い
｡
ま
た
､
本
論
文
は
､
卒
成

一
〇
年
度
～

一
二
年
度
の
科
学
研
究
費
基
盤
研
究

(C
)
｢石
刻
資
料
に
よ
る
元
朝
漢
人
知
識
人
社
食
の
研
究
｣
の
成
果
の
一

部
で
あ
る
｡

(2
)

最
近
の
研
究
で

『元
史
稿
』
に
言
及
し
た
も
の
と
し
て
は
'
『嘉
定
鏡
大
折
全
集
』

前
言
､
顧
97
㌧
責
oo
な
ど
が
あ
る
｡
ま
た
'
註
15
で
引
い
た

｢至
正
庚
子
貢
試
碑
｣

の
王
鳴
詔
の
蚊
に
は
'
錬
大
師
は
収
集
し
た
拓
本
を

『元
通
事
』
に
収
め
て
い
た

と
あ
る
｡

た
と
え

ば
､
堤

一
昭

｢
一
九
九
九
年
の
歴
史
学
界

･
五
代
宋
元
｣
(『史
学
雑
誌
』

一
〇
九
丁
五
)
を
参
照
｡

(-
)
延
縮
二
年
の
進
士
に
つ
い
て
は
､
模
83
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る

(-
)
こ
の
巻
に
は
､
こ
の
他
に
元
朝
の
科
撃
に
関
連
す
る
資
料
と
し
て
'
『宋
歴
科
状
元

録
附
元
朝
歴
科
状
元
題
名
』
(明

･
朱
希
召
撰
､
明
刻
本
)
も
収
録
さ
れ
て
い
る
｡

(5
)
こ
の
題
蚊
は
'
『桑
圃
蔵
書
題
識
』
巻
二
､
あ
る
い
は

『薬
圃
題
抜
』
(上
海
遼
東

出
版
社
､
『宋
明
清
小
品
文
集
輯
注
』)
奄
二
に
収
め
ら
れ
て
い
る
｡
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(-
)
影
印
本
が
域
琴
銅
剣
模
本
で
あ
る
こ
と
は
､
嬰
民
本
を
用
い
た
楊
94
の
校
訂
の
内

Ii-
7＼_._

容
か
ら
も
確
認
で
き
る
｡

『中
国
古
箱
書
本
書
日
』
に
は
､
北
京
囲
書
館
､
上
海
固
書
館
､
南
京
団
書
館
所
蔵

の
本
が
著
録
さ
れ
て
お
り
､
上
海
本
に
は
鏡
政
､
南
京
本
に
は
丁
丙
政
が
あ
る
と

注
記
が
あ
る
｡
丁
丙
の

『善
本
書
室
蔵
書
志
』
巻
九
に
､
張
蓉
鏡
の
戒
印
が
あ
る

影
元
抄
本
が
著
録
さ
れ
て
い
る
の
が
､
南
京
本
で
あ
ろ
う
｡
ま
た
'
『愛
日
精
慮
蔵

書
志
』
巻

1
三
に
も
'
影
元
刊
抄
本
が
著
録
さ
れ
て
い
る
｡

(8
)
『宋
元
科
撃
三
線
』
の
徐
乃
昌
政
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
｡

(-
)
粛
氏
は
そ
の
後
に
抄
本
を
調
査
し
､
そ
れ
に
よ
っ
て
粛
88
で
は
膏
稿
を
補
正
し
て

い
る
｡

(10
)

墓
漕
お
よ
び
米
国
に
お
け
る
拓
本
な
ど
の
資
料
所
蔵
状
況
に
つ
い
て
は
煮
83
註
-

参
照
｡

(ll
)

所
収
の
李
丙
至
､
羅
骨
の
答
案
は
､
『歴
畢
三
場
文
選
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
｡

ま
た
､
王
徳
毅
他
編

『元
入
俸
記
資
料
索
引
』
に
名
前
が
見
え
る
の
は
'
羅
骨
､

李
路
の
二
人
の
み
で
､
と
も
に
登
第
し
て
い
る
｡

(12
)
文
集
に
所
収
の
園
子
監
試
の
資
料
と
し
て
'
蘇
天
爵
の
『滋
漢
文
稿
』
巻
三
に
｢園

子
生
試
貢
題
名
記
｣
が
あ
る
｡
こ
れ
は
至
正
五
年
の
園
子
監
試
の
碑
記
で
あ
る
｡

こ
れ
に
も
刻
石
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
'
園
子
監
に
は
'
科
挙
の
進
士
題
名
碑

と
園
子
監
試
の
題
名
碑
が
歪
ん
で
い
た
ら
し
い
｡

(13
)

『孔
廟
園
子
監
紀
薯
』
(民
国
二
二
/

一
九
三
三
､
内
政
部
北
平
壌
廟
管
理
所
)
は
'

｢大
徳
加
封
碑
｣､
｢加
封
四
子
砕
｣
も
康
照
出
土
と
す
る
が

(明
代
悉
取
元
進
士
碑

磨
去
刻
字
､
清
康
禦
朝
､
祭
酒
臭
苑
於
啓
聖
耐
掘
土
得
加
封
孔
子
碑

1
､
加
封
四

子
碑

一
､
題
名
碑
三
'
故
元
砕
現
只
存
五
石
)､
こ
の
二
碑
に
つ
い
て
は
､
明
の

『太
撃
志
』
や
『水
東
日
記
』
に
記
事
が
あ
り
､
康
願
の
出
土
と
は
考
え
ら
れ
な
い
｡

(1
)
注
10
で
も
引
い
た
粛
83
の
註
-
に
よ
れ
ば
'
墓
漕
'
米
国
に
も
こ
の
碑
の
拓
本
は

存
在
し
な
い
よ
う
で
あ
る
｡

(15
)

至
正
十

1
年
進
士
題
名
記
､
至
正
庚
子
園
子
監
貢
試
題
名
記
'
至
正
丙
午
園
子
監

公
試
題
名
記
､
三
碑
倶
在
今
園
子
監
大
成
門
外
｡
錬
竹
汀
先
生
陪
把
時
見
之
'
採

録
入
元
通
事
中
｡
毎
篇
之
後
､
繋
以
考
据
'
亦
皆
先
生
筆
｡
予
後
其
粛
借
得
抄
成

一
篇
､
附
干
山
東
郷
試
題
名
記
後
｡
先
生
止
節
取
其
大
暑
及
科
目
人
名
氏
'
其
記

文
典
執
事
官
僚
皆
末
之
寓
､
薦
非
全
文
故
従
附
録
云
｡
時
乾
隆
乙
未
十

1
月
二
十

有
八
日
鶴
硲
居
士
王
鳴
箱
書

(16
)

後
述
す
る
よ
う
に
､
『歴
撃
三
場
文
選
』
の
内
容
の
大
部
分
を
占
め
る
の
は
'
郷
議

の
答
案
で
あ
り
､
郷
試
の
資
料
と
し
て
の
意
味
が
大
き
い
が
､
い
ず
れ
も

『歴
畢

三
場
文
選
』
は
利
用
し
て
い
な
い
｡

(17
)

解
題
と
で
も
言
う
べ
き
全
集
の
｢前
言
｣
に
は
､
こ
の
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
｡

ま
た
'
『北
京
囲
書
館
古
箱
書
本
書
目
』
も
こ
の
こ
と
に
言
及
し
な
い
｡

(18
)

ち
な
み
に
至
治
元
年
の
漢
人
商
人
の
状
元
は
宋
本
｡
林
仲
茂
の
名
前
は
王
徳
毅
他

編

『元
入
博
記
資
料
索
引
』
に
見
え
な
い
｡

(19
)

鎮
大
折
が
引
用
し
て
い
る
省
志
が
い
つ
の
も
の
か
を
記
し
て
お
く
｡

斬
江

薙
正

(乾
隆
)
道
志

(康
照
通
志
は
内
容
が
異
な
る
)

両
建

乾
隆
通
志
に
注
記
ま
で
一
致

(同
治
通
志
は
少
し
異
な
る
)

隣
西

隣
西
志
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
進
士
名
は
'
薙
正
遺
志
に
年
淡
を

附
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
者
の
み

江
西

康
願
､
薙
正
の
通
志
に
は
ぼ

一
致
す
る
が
'
完
全
に
は
合
わ
な
い
｡

そ
の
他
に
､
林
志

(嘉
靖
志
'
編
者
が
林
庭
塀
)'
安
志

(不
明
)
ち

引
く
｡

(20
)

本
書
の
後
継
と
で
も
言
う
べ
き

『元
大
科
三
場
文
選
』
に
つ
い
て
は
､
三
浦
98
が

利
用
し
て
い
る
が
､
書
物
と
し
て
の
検
討
は
な
さ
れ
て
い
な
い
.
ま
た
､
中
国
社

舎
科
学
院
の
陳
高
華
氏
も
'
筆
者
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
-
し
て

『歴
琴
三
場
文
選
』

に
関
心
を
持
た
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
､
お
互
い
に
奇
遇
に
驚
い
た
の
は
'
九
八

年
秋
に
お
合
い
し
た
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
｡
陳
氏
が
二
〇
〇
〇
年
の
八
月
に
天
津

で
開
か
れ
た

｢馬
可
波
羅
輿
十
三
世
紀
的
中
国
｣
に
お

い
て
､
本
書
に
つ
い
て
の

研
究
を
蓉
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
'
松
田
孝

一
氏
の
教
示
で
知
っ
た
｡
筆
者
も
招

待
を
受
け
て
い
た
が
'
残
念
な
が
ら
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ず
､
そ
の
内
容
が
出

版
さ
れ
る
の
を
期
待
し
て
い
る
｡
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(21
)

本
書
に
つ
い
て
の
中
国
の
著
録
は
､
ま
ず

『北
京
囲
書
館
古
籍
善
本
書
目
』
に
は
､

新
刊
類
編
歴
撃
三
場
文
選
詩
義
八
巻

劉
貞

元
刻
明
修
本

新
刊
類
編
歴
撃
三
場
文
選
庚
集
八
巻
辛
集
口
巻

劉
貞

至
正
元
年
余
氏
勤

徳
書
堂

古
賦

1
至
六
､
草
葉
詔
詰

l
至
二
､
章
表
三

の
二
つ
が
見
え
､
前
者
は

『域
琴
銅
剣
模
蔵
書
目
録
』
巻
三
著
錠
本
で
あ
り
､
『中

国
古
籍
善
本
書
目
』
に
は
'
後
者
の
み
が
著
録
さ
れ
て
い
る
｡

ま
た
､
藩
閥
允

･
趨
坤
娼
編

『蒙
元
版
刻
綜
録
』
(内
蒙
古
人
民
出
版
社
､
l
九

九
六
)
に
は

新
刊
類
編
歴
撃
三
場
文
選
十
集

劉
貞

至
元
二
年
余
氏
勤
徳
書
堂

新
刊
類
編
歴
撃
三
場
文
選
春
秋
義

八
巻

劉
霧

新
編
詔
詰
章
表
事
文
擬
題
五
巻
皇
元
大
科
三
場
文
選
二
巻
新
編
詔
語
章
表
学

資
四
巻

元
刻
本

の
三
種
が
著
録
さ
れ
て
い
る
が
､
所
蔵
者
は
書
か
れ
て
い
な
い
｡

こ
れ
ら
の
鮎
か
ら
考
え
る
と
'
現
物
を
確
認
し
て
い
な
い
の
で
断
定
的
な
こ
と

は
言
え
な
い
が
'
複
数
の
系
統
の
版
本
が
存
在
す
る
可
能
性
が
大
き
い
｡

(22
)

自
国
家
取
士
場
屋
､
世
以
決
科
之
撃
馬
先
｡
故
凡
編
類
候
目
､
撮
載
綱
要
之
書
､

相
可
以
便
検
閲
者
､
今
充
棟
汗
牛
失
｡
建
障
害
辞
方
日
韓
月
刊
'
時
異
而
歳
不
同
､

以
翼
速
嘗

(以
下
峯
)

(23
)

各
行
省
郷
試
'
則
有
人
取
替
解
進
士
姓
名
'

一
如
登
科
記
､
綬
梓
印
行
､
以
圃
少

元朝の科挙資料について

義 n･ヽ_. ＼一･

刺『
天

線
琳
娘
書
目
』
は
､
『選
青
賦
篭
』
に
つ
い
て
､
｢巻
中
に
録
す
る
と
こ
ろ
､
轟

く
昔
時
の
省
試
の
作
な
り
｣
と
あ
っ
て
､
科
挙
の
答
案
集
の
可
能
性
が
あ
る
｡
ま

た

｢建
安
王
惣
甫
刻
梓
於
桂
堂
｣
の
木
記
が
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
､
両
建
坊
刻

の
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
｡
し
か
し
な
が
ら
､
『福
建
古
代
刻
苦
』
が

｢世
無
侍

本
｣
と
す
る
よ
う
に
'
現
時
鮎
で
は
所
蔵
の
著
録
を
知
ら
ず
､
現
存
す
る
か
否
か

分
か
ら
な
い
の
で
'
こ
の
書
物
に
つ
い
て
は
保
留
と
す
る
｡

『元
史
』
巻
三
八
順
帝
本
紀

一
に
よ
れ
ば
'
元
統
三
年

二

月
辛
丑
に
改
元
の
詔
が

出
さ
れ
て
い
る
｡
そ
れ
よ
り
も

二

月
庚
辰
の
科
挙
中
止
の
方
が
先
で
あ
り
､
『歴

科
三
場
文
選
』
で
は
､
元
統
三
年
で
統

一
さ
れ
て
い
る
｡

(26
)

例
え
ば
'
『造
園
穀
稿
』
巻
二
六

｢江
西
責
院
題
名
記
｣
で
は
､
至
正
四
年
の
江
西

郷
誌
は
九
月

l
五
日
に
放
棟
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
｡
な
お
'
御
試
も
後
至
刀
の

中
止
の
た
め
に
七
科
と
な
っ
て
い
る
｡

(27
)

も
し
､
傾
定
に
仮
定
を
重
ね
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
､
元
統
三
年
本
は
と
も
か

-
と
し
て
も
､
至
正
元
年
刊
本
'
｢終
場
撃
人
充
教
官
｣
を
補
っ
た
本
､
一
部
を
後

刻
で
補
っ
た
本
､
こ
れ
だ
け
の
本
が
理
論
的
に
は
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
｡

(28
)

肇
軍
閥
本
盲
厳
に
は
､
巻
頭
に
'
『歴
撃
三
場
文
選
』
の
た
め
の
劉
貞
の
序
､
｢至

正
幸
巳
夏
五
月
建
安
虞
氏
務
本
譜
謹
題
｣
と
す
る
題
記
が
あ
り
､
巻
末
に
､
景
泰

五
年
仲
秋
既
望
の
孫
肇
瑞
の
抜

(古
朕
の
た
め
の
も
の
)
と
'
｢甲
成
八
月
日
密
陽

府
開
刊
｣
と
い
う
刊
記
が
あ
る
｡

(29
)

『皇
元
大
科
三
場
文
選
』
に
つ
い
て
は
､

『北
京
囲
書
館
古
籍
善
本
書
目
』
に
は

皇
元
大
科
三
場
文
選
四
書
疑

一
巻
､
周
易
疑

一
巻
､
易
疑
二
巻
､
書
疑

一
巻
'

書
義

1
巻

周
秀

至
正
四
年
刻
本

が
'
著
録
さ
れ
'
『豪
元
版
刻
綜
録
』
に
は
'
同
じ
至
正
四
年
刻
本
の
は
か
､
註
21

に
も
掲
げ
た

新
編
詔
語
草
表
事
文
擬
題
五
巻
皇
元
大
科
三
場
文
選
二
巻
新
編
詔
詰
章
表
草

葉
四
巻

元
刻
本

が
'
著
録
さ
れ
て
い
る
｡

(30
)

こ
の
他
に
'
内
閣
文
庫
元
刊
本

『事
林
磨
記
』
後
集
六
学
校
類
新
修
董
及
科
撃
詔

例
に
､
｢元
降
詔
旨
｣'
｢中
書
省
奏
准
試
科
候
目
｣'
｢廻
避
廟
護
字
例

(延
蕗
二

年
)｣
が
､
和
刻
本

『事
林
贋
記
』
辛
集
詞
帖
新
式

に

｢借
入
赴
試
結
保
｣
が
､
掲

載
さ
れ
て
い
る
｡

(31
)

植
松

89参
照
｡

(3
)

鏡
大

師は
『元
進
士
考
』
の
中
で

『元
詩
爵
里
』
な
る
書
物
を
し
ば
し
ば
引
用
す

る
｡
し
か
し
な
が
ら
､
管
見
の
お
よ
ぶ
範
囲
で
は
こ
の
書
物
の
所
戒
を
見
な
い
｡

ご
存
知
の
方
が
お
ら
れ
れ
ば
､
ご
教
示
を
た
ま
わ
れ
ば
さ
い
わ
い
で
あ
る
0
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文
戯
目
録

田
中
革

一
郎

箭
内

亙

有
高

巌

宮
崎
市
定

森 植 粛 粛 粛 榎 丁 桃 粛 楊
田 松
憲

司 正 憲 墓 豊 意 毒 突 豊 富

元
の
官
吏
登
庸
法
に
つ
い
て

(史
学
雑
誌
二
七
-
三

一
九

一
五
)

元
代
敢
合
の
三
階
級

(浦
鮮
地
理
歴
史
研
究
報
告
三

一
九

一
六
､
後

『蒙

古
史
研
究
』
所
収
)

元
代
科
挙
考

(史
潮
ニ
ー
二

一
九
三
二
)

元
朝
治
下
の
蒙
古
的
官
職
を
め
ぐ
る
蒙
漢
関
係
-
科
挙
復
興
の
意
義
の
再
検

討

(東
洋
史
研
究
二
三
-
四

l
九
六
五
､
全
集
第

二

審
所
収
)

元
代
科
挙
制
度

(国
立
政
治
大
学
報

1
七

1
九
六
八
)

元
代
的
儒
戸

‥
儒
士
地
位
演
進
史
上
的

7
章

(東
方
文
化

1
六
-

1
･
二

一
九
七
八
､
『元
代
史
新
探
』
所
収
)

元
朝
科
挙
制
度
的
行
麿
及
其
社
食
背
景

(元
史
及
北
方
民
族
史
研
究
集
刊
六

一
九
八
二
)

元
代
的
科
挙
制
度

(華
撃
月
刊

l
二
四
､

1
二
五

1
九
八
二
)

伊
演
集
中
的
王
徴
士
詩

(史
学
尭
刊

一
二
､

一
九
八
三
)

元
統
元
年
進
士
録
校
注

(金
貨
月
刊

l
三
-

1
･
二
､
三

･
四

一
九
八
三
)

元
至
正
十

1
年
進
士
題
名
記
校
補

(食
貨
月
刊

一
六
-
七

･
八

丁
九
八

六
)

元

代

科
挙
輿
育
英
流
動
-
以
元
統
元
年
進
士
馬
中
心

(漢
学
研
究
五
-

1

一
九
八
七
)

元
代
江
南
の
地
方
官
任
用
に
つ
い
て

(法
制
史
研
究
三
八

丁
九
八
九
)

元
代
漢
人
知
識
人
研
究
の
課
題
二
㌧
三

(中
国
-
社
食
と
文
化
五

一
九
九

楊

納

陳

高

華

謝
水
順
他

李

瑞
良

張

寧

顧

吉
辰

三
浦
秀

一

粛

啓
慶

李

治
安

森
田
憲
司

粛

啓
慶

黄

兆
強

○
)

元
統
元
年
進
士
錬
版
本
輿
校
勘

(『祝
賀
楊
志
玖
教
授
八
十
毒
辰
中
園
史
論

集
』

天
津
古
籍
出
版
社

一
九
九
四
)

元
泰
定
甲
子
科
進
士
考

(南
京
大
撃

冗
史
研
究
室
編

『内
陸
亜
洲
歴
史
文
化

研
究
』

南
京
大
学
出
版
社

一
九
九
六
)

『両
建
古
代
刻
書
』
(福
建
人
民
出
版
社

一
九
九
七
)

『福
建
出
版
史
話
』
(鷺
江
出
版
社

l
九
九
七
)

北
京
孔
廟
進
士
題
名
碑

(『北
京
石
刻
峯
術
博
物
館
建
館
十
周
年
記
念
文
集
』

1
九
九
七
)

鏡
大
折
輿

《元
史
稿
》
下
落

(嘉
定
匝
地
方
志
堺
公
室
編

『鎮
大
折
研
究
』

華
東
理
工
大
学
出
版
社

一
九
九
七
)

宋
凍

｢龍
門
子
凝
道
記
｣
と
元
未
明
初
の
譜

｢子
｣
(集
刊
東
洋
学
七
九

一

九
九
八
)

『元
代
蒙
古
色
目
進
士
背
景
的
分
析
』
(国
家
研
究
育
英
演
請
合

1
九
九
九

a
)

元
郷
試
新
探

(南
開
学
報

一
九
九
九
-
六
)

異
民
族
王
朝
下
の
科
挙

(し
に
か

一
九
九
九
-
九
)
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元
朝
科
挙
輿
江
南
士
大
夫
之
延
績

(『元
史
論
叢
』
七

『清
人
元
史
学
探
研
-
清
初
至
清
中
葉
』
(栢
郷
出
版
社

l
九
九
九

b)

二
〇
〇

〇)

本
研
究
は
'
共
同
研
究

｢文
献
と
情
報
｣
(班
長

勝
村
哲
也
)
の
報
告
で
あ
る
｡




